
基本施策 課名 事業名 頁 備考

総務課 光ファイバー通信施設管理運営事業 181～

総務課 無線高速通信(5G等)施設整備事業 183～

税務課 地籍調査事業 185～

建設課 残土処理場管理運営事業 187～

建設課 危険空家対策事業 189～

建設課 町営住宅改修・整備事業 191～

建設課 民間住宅災害対策促進事業 193～

都市計画課 都市公園再編事業 195～

上下水道課 中村地区水産飲雑用水整備事業 197～

上下水道課 下水道接続促進事業 199～

上下水道課 一般管理事務（下水道） 201～

上下水道課 西郷公共下水道（汚水） 203～

上下水道課 西郷公共下水道（雨水） 205～

上下水道課 中村漁港漁業集落排水整備事業 207～

上下水道課 五箇特定環境保全公共下水道事業 209～

上下水道課 個別排水処理施設整備事業 211～

環境課 愁霊苑管理運営事業 213～

環境課 ペット用火葬施設整備事業 215～

環境課 隠岐島油槽所運営事業 217～

地域振興課 地域コミュニティ推進事業 219～

地域振興課 蛸木集会所整備事業 221～

中出張所 中地域振興事業 223～

Ⅲ.住みやすさを実感できるまち

2.地域コミュニ
ティのつながりと
活力を育みます

1.快適な住環境
を整えます



基本施策 課名 事業名 頁 備考

地域振興課 生活バス路線対策事業 225～

建設課 道路維持管理事業 227～

建設課 通学路安全対策整備事業 229～

建設課 地域密着道路整備事業 231～

建設課 道路構造物維持管理推進事業 233～

建設課 町単道路改良事業 235～

地域振興課 UIターン促進住宅管理事業 239～

地域振興課 空家活用事業 241～

地域振興課 UIターン支援事業 243～

地域振興課 島で結婚推進事業 245～

地域振興課 関係人口創出事業 247～

五箇支所 五箇地域振興事業 249～

都万支所 都万地域振興事業 251～

布施支所 布施地域振興事業 253～

3.島内をスムー
ズに移動できる
交通環境を整え
ます

4.移住・定住し
やすい環境を整
えます



 

方向性：

総務課

広報広聴係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 7

① 光回線接続率（KPI） 45%

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 67,274 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 40,854 千円

一般財源 26,420 千円

① 46.57% ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名
光ファイバー通信施設管理運
営事業

担当
整理
番号

総-13

光インターネットサービスの利用環境を整備し、情報通信サービスの利
用を可能とすることにより、地域間の情報格差の是正と地域の活性化を
図る。基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

スマートフォン等の情報通信端末の普及により、ブロードバンド通信サービスは生活に欠かせないものと
なっており、本町では光ファイバー通信施設の設置により、町全域でのサービス利用環境を整備済みであ
る。令和5年度の光ケーブル引込件数は年間85件で、町内の光回線接続率は46.57%（引込件数÷総世帯数)
に達し、令和6年度の目標値45%を1年前倒して達成した。

公設民営方式で実施した、本町への光ファイバー通信サービスの導入は、全ての町民に対し高速インター
ネットサービスを提供することができ、本町の重要な社会インフラとして活用が進んだ一方で、施設整備
やその後の維持費、災害や老朽化のための改修費など、施設の維持管理費や管理事務手間の負担は多大で
あった。また、施設移管にあたっても多くの費用を要した。

現在、国が導入を進める5G等の高速無線サービスについては、携帯事業者各社の電波塔建設が遅れる郡部
について、自治体への施設整備補助金等により、通信エリア拡大のための事業が進められている。自治体
が主体となって整備した場合は、本事業と同様の維持的負担が想定されるため、導入にあたっては町の主
要施策等と連動した効率的な整備を検討する必要がある。 財

源
内
訳

実
績
値

光ケーブル引込件数85件　

光回線接続率　46.57%
（総引込件数3,187件÷6,844世帯。
令和5年度末現在）　　　　

本町が有する光ファイバー施設設備を、NTT西日本島根支店へ貸付し、
NTT西日本が光回線接続サービスを提供する。
（1）高速インターネット接続
（2）NTT西日本と提携する民間通信事業者の光接続サービスの提供

令和6年4月に町が保有する光ファイバー施設の
NTT西日本への譲渡手続きが完了し、本町として
の事業への主体的な関与は終了した。



 

総務課

広報広聴係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名

光ファイバー通信施設管理運
営事業

担当
整理
番号

総-13

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
光ファイバー通信施設等譲渡負担金

179,400 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 179,400 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 179,400 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① 45% ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

総務課

広報広聴係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 7

① 5G基地局整備数（KPI） 3ケ所（令和11年)

② ※事業者整備含む

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名
無線高速通信(5G等)施設整備
事業

担当
整理
番号

総-14

国では、令和2年に「デジタル田園都市国家構想」を策定し、防災性向上も見込ま
れる高速無線通信（5G）について、令和12年度末の5G人口カバー率99%の目標を定
め、5G網の早期整備と整備基盤を活用した地域課題解決等のサービス提供を推進
している。本町においても、防災機能強化や自治体システムの標準化等の5Gを活
用したサービスを運用するために、通信基盤を整備する必要がある。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

島根県の5G人口カバー率は令和5年度末時点で87.7%と全国47都道府県中最下位となっている。
※全国の5G人口カバー率96.6%。

本町が平成22年度から公設民営方式で実施した、光通信サービスの導入は、全ての町民に対し高速通信
サービスを提供することができ、重要な社会インフラとして活用が進んだ。一方で、施設整備やその後の
維持費や管理事務の負担は多大で、施設移管にあたっても多くの費用を要した。本事業も同様の負担が想
定されるため、可能な限り民設民営方式で導入を行う必要がある。また、住民にとって防災性・利便性が
向上する公共サービスの導入も不可欠である。

有線（光ファイバー）通信網に加え、無線（5G）通信網の整備することにより、官民問わず急速に進む
サービスの高速通信化に対応することは、本町におけるインフラ整備のなかでも重要なものといえる。

財
源
内
訳

実
績
値

令和5年度実績無し

本町における5G整備の見込みがない地域に対し、携帯電話等エリア整備
事業（国庫補助事業：補助率3/5～3/4)等を活用し、5G基地局を整備す
る。補助事業は民間事業者も対象であるため、基本的には事業者による
整備を国・県と連携して働きかける。
【整備箇所】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本町住民居住地域のうち、令和12年度末以降も当面5Gエリアとなる見込
みがない地域

●今後の進め方
　令和6・7年度　携帯各社の整備計画徴取
　令和8年度　 　町の整備計画策定
　　　　　　　　県への支援要望
　令和9年度　　 国への補助要望
　令和10年度　　事業実施

●5Gのメリット（4Gとの違い)…高速大容量通
信、低遅延、同時多数接続
●5Gでできること…①混雑した場所でも安定し
た通信ができる（避難所・イベント運営活用）
②自動車の自動運転・遠隔手術が可能となる③
ドローンや無人農機などの遠隔操作による農業
運営④IoTの先端技術を用いて基礎インフラと生
活インフラ・サービスをネット接続し効率的に
管理・運営することにより、環境に配慮しなが
ら、人々の生活の質を高める（SDGS推進）



 

総務課

広報広聴係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名

無線高速通信(5G等)施設整備
事業

担当
整理
番号

総-14

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
5G基地局整備設計・工事費

千円 千円 千円 千円 30,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 30,000 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 22,500 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 7,500 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① 5カ所 ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

税務課

固定資産係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 6 目 1

① 地籍調査面積（R2からR11で換算面積24.76㎢） 換算面積12.38㎢

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 39,000 千円

国補助 19,211 千円

県補助 9,605 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 10,184 千円

① 換算面積2.25㎢ ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 地籍調査事業 担当
整理
番号

税-1

　国土調査法に基づき、土地の境界（以下「筆界」という）、面積を調
査し、登記することにより、地権者の財産保護及び公共事業の円滑な実
施に資する。基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　令和5年度末の進捗率は58.5％となった。宅地周辺はほぼ終了し、残りは山林が大部分である。
　地籍調査により境界や面積を確定することで、土地に関するトラブルの防止、災害復旧時の現地復元の
円滑化、まちづくりプランや林業等への活用、固定資産税の公平課税に有用である。
　（調査対象面積：242.62㎢、R2～R5 換算面積累計値 5.64㎢）

　近年の調査では、地権者の大多数が土地の境界を把握していないのが現状である。また、未調査の山林
は急峻な地形が多く、土地所有者の高齢化、不在地主の増加、森林の管理不足等により、現地での立会い
や測量作業が困難になってきている。国の予算配分方針等により、防災対策等と連携していない調査は予
算が付かず、十箇年計画の目標値を達成することが難しい状況である。

　地籍調査事業は国土調査法に基づく事業であり、国の第7次国土調査事業十箇年計画（令和2～11）に
沿って調査率向上を目指して今後も実施する。測量技術の発展に伴い、高精度な空中写真、航空レーザ測
量データ等のリモートセンシングデータを活用した新手法（以下「航測法」という。）が活用できるよう
になったため、航測法による安全かつ効率的な実施を目指す。 財

源
内
訳

実
績
値

業務委託料　
・加茂④地区 換算面積1.96㎢
　　測量・一筆地調査
　　2.55㎢ 107筆
　　32,894千円
・上西②地区 換算面積0.29㎢
　　地籍測定、地籍図原図
　　地籍簿案作成
　　1.28㎢ 144筆　 　　
　　2,970千円

・地図データ変換
　　那久⑤油井②　
 　 469千円

現地調査費
・地籍調査推進委員報償費
　　加茂④　　　 890千円
・筆界用杭等　　 388千円

広域事業推進費
・国土調査協会費　　54千円

事務費　　　 　　　1,335千円

　国土交通省が定める第7次国土調査事業十箇年計画（令和2～11年）に
基づき事業を実施する。
　・地籍測量（基準点・筆界杭の設置及び座標値を観測する）
　・一筆地調査（地権者の立会により、筆界を確認する）
　・地籍測定（座標値から位置、形状、面積を測定する）
　・閲覧（地権者に、調査結果の最終確認を行う）
　・認証請求（調査結果について県及び国の承認を受ける）
　・登記（登記所にて、登記簿を修正する）

・国土地理院により令和3年度にGNSS固定点が設
置され、電子基準点のみを与点とする地籍図根
三角測量と一部工程の省略が可能となった為、
この手法を採用し、事業の効率化・事務費の軽
減を図る。
※GNSS固定点とは、測量の基礎となる点（装
置）のことである。衛生の電波を定期的に受
信、観測データを国土地理院に送信している。
このデータが公開されており活用することで、
既設の三角点へ登ることなく、測量を行うこと
ができる。

・山間部の調査方法に、航測法を導入する。
※航測法とは、航空機やUAV（ドローン）を用い
て、航空写真撮影やレーザー測量を行い、成果
図面上に、現地精通者の意見等を参考に、土地
の境界案を作成。集会所等において説明を行い
地権者の同意を得ることで、現地に行くことな
く筆界の座標値、地図を作成する手法です。航
測法を実施することで、経費の削減や調査期間
の短縮が図られ、効率的で安全に地籍調査を実
施することが可能となります。



 

税務課

固定資産係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 地籍調査事業 担当

整理
番号

税-1

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
第7次国土調査事業

　加茂④地区
　　・地籍測量業務　2.55㎢
　　・地籍簿作成

第7次国土調査事業 第7次国土調査事業 第7次国土調査事業 第7次国土調査事業

6,456 千円 千円 千円 千円 千円

　中村④元屋①
　　・測量業務　1.28㎢

　中村④元屋①
　　　・一筆地調査工程

　中村④元屋①
　　・地積測量業務
　　・地籍簿作成

23,180 千円 26,300 千円 5,000 千円 千円 千円

　都万㉓那久⑥
　　・測量業務　0.36㎢

　都万㉓那久⑥
　　・一筆地調査工程

　都万㉓那久⑥
　　・地積測量業務
　　・地籍簿作成

千円 12,000 千円 10,000 千円 4,000 千円 千円

航測法（リモートセンシングデータを活
用）
　上西、都万、油井、那久地区
　　・事前準備　14㎢

航測法（リモートセンシングデータを活
用）
　上西、都万、油井、那久地区
　　・航空測量　14㎢

航測法（リモートセンシングデータを活
用）
　　　上西地区　
　　　　・一筆地調査工程　4㎢

航測法（リモートセンシングデータを活
用）
　　　上西地区
　　　　・地積測量業務
　　　　・地籍簿作成

千円 千円 13,000 千円 47,000 千円 14,000 千円

（Plan）
　　　都万地区
　　　　・一筆地調査工程　4㎢

千円 千円 千円 千円 47,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 29,636 千円 事　業　費 38,300 千円 事　業　費 28,000 千円 事　業　費 51,000 千円 事　業　費 61,000 千円

国補助 14,818 千円 国補助 19,150 千円 国補助 14,000 千円 国補助 25,500 千円 国補助 30,500 千円

県補助 7,409 千円 県補助 9,575 千円 県補助 7,000 千円 県補助 12,750 千円 県補助 15,250 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 7,409 千円 一般財源 9,575 千円 一般財源 7,000 千円 一般財源 12,750 千円 一般財源 15,250 千円

① 換算面積12.38㎢ ④ ① 換算面積14.86㎢ ④ ① 換算面積17.33㎢ ④ ① 換算面積19.81㎢ ④ ① 換算面積22.28㎢ ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

管理住宅係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 1 目 1

① 該当項目なし

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 27,505 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 27,505 千円

一般財源 0 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 残土処分場維持管理事業 担当
整理
番号

建-11

残土処分場を適正かつ円滑に管理することで、公共工事（町・県）で発
生した残土の処分を適正に行うことを目的とする。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町まちづくりゾーニング計画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

残土処分場の管理委託先と連絡・協議を行いながら運営を行った。
残土処分場の改良工事を令和6年度に行うため設計業務を委託し、同処分場の管理委託先と協議を行っ
た。

犬来残土処分場から投下する残土搬入方法では、県道に土砂や濁水が流出する恐れがあり、道路交通上の
安全性が確保されない。

工事等で発生した残土を適切に処分するため、令和6年度に処分場内の改修工事を行う。

財
源
内
訳

実
績
値

業務委託費　   24,667千円
設計業務委託料　2,838千円

残土処分場を適正かつ円滑に管理する。

現在の残土搬入方法は飯田残土処分場に設置し
たタイヤ洗浄機の位置に問題があった。タイヤ
洗浄機の位置を県道から離して移設し泥水で県
道を汚さないように改修を行う。
県道への土砂・濁水が流出する原因となる残土
の撤去のため、暗渠排水の設置を行った上で残
土整備を行う。



 

建設課

管理住宅係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 残土処分場維持管理事業 担当

整理
番号

建-11

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
場内整備委託（飯田残土処分場） 場内整備委託（飯田残土処分場） 場内整備委託（飯田残土処分場） 場内整備委託（飯田残土処分場） 場内整備委託（飯田残土処分場）

12,650 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円

飯田残土処分場改修工事

29,191 千円 千円 千円 千円 千円

新残土処理場調査委託

千円 千円 千円 4,800 千円 千円

新残土測量設計業務委託

千円 千円 千円 千円 54,200 千円

（Plan） 新残土用地取得

千円 千円 千円 千円 140,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 41,841 千円 事　業　費 15,000 千円 事　業　費 15,000 千円 事　業　費 19,800 千円 事　業　費 209,200 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 41,841 千円 特　定 15,000 千円 特　定 15,000 千円 特　定 19,800 千円 特　定 100,000 千円

一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 109,200 千円

① ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

管理住宅係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 5 目 1

① 危険空家の撤去数（KPI) 15件/年

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 24,045 千円

国補助 10,791 千円

県補助 2,766 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和５年度評価済 起　債 4,100 千円

特　定 千円

一般財源 6,388 千円

① 11件/年 ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 危険空家対策事業 担当
整理
番号

建-13

人口、世帯数の減少等により町内において管理不全空家、特定空家が発
生し近隣住民の住環境を脅かしている。特に倒壊・飛散等の危険性があ
る空家に対し除却費の助成をすることで、良好な住環境を形成する。基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画
隠岐の島町住生活基本計画
第2次隠岐の島町空家等対策計画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

老朽化した管理不全空家等に対する除却補助金により、近隣への倒壊・飛散等の危険性がなくなった。行
政代執行により大久地区の特定空家を除却し、所有者不在の廃ホテルの緊急代執行を行い、近隣住民等へ
の安全性の確保及び危険性を軽減した。廃ホテルについては令和6年度に略式代執行を行うため解体設計
を行った。

空家特措法の改正により、特定空家となる前の管理不全空家への対応方針が示された。今後、管理不全空
家が存在する地区や近隣住民から調査・指導案件が更に多くなると見込まれる。管理不全空家及び特定空
家の所有者が死亡していることが多く、相続人に指導・助言を行うが対応がなされないことがある。

管理不全空家が特定空家にならないよう、空家の有効活用方法として他課で行う「空家改修補助金」や
「空家バンク」への登録を促すなど予防対策を継続して講じる。また、除却費の補助申請については、除
却件数に対応できるよう予算確保を行う必要がある。

財
源
内
訳　危険空家に対する施策、また特定空家の解消に向けた手順等は、良いスキームが確立されており評価で

きます。町内には危険と思われる空家が数多く見られ、特に通学路沿いの老朽化した建物は子供たちの安
全を脅かすものであり、早急な対応を望みます。
　また、空家になりそうな住宅の把握を庁内の様々な部署と連携して行い、所有者及び管理者に対し制度
の周知を徹底するなど、空家化の未然防止に努めてください。

実
績
値

危険空家判定調査数　12件
危険空家認定数　　　 3件
補助申請数　　　　　11件
補助による除却数　　10件
行政代執行　　　 　　1件
緊急代執行　　　 　　1件

国土交通省の基準に基づき、個人からの申請を審査し、対象となる管理
不全空家、特定空家1戸当たり150万円を上限に解体費の80％を助成す
る。
管理不全空家の所有者に対し指導等を行うが、空家の状況によっては隠
岐の島町空家対策協議会に諮り特定空家に認定する。特定空家認定後も
指導・助言に従わない場合は行政代執行の措置をとる。また、所有者が
不明な場合は略式代執行の措置をとる。

空家特措法の改正により、令和6年度からの管理
不全空家・特定空家の対応フローを改正した。
管理不全空家の所有者に対し、特定空家となら
ないよう空家の適切な管理または有効活用につ
いて指導・助言を行う。また、特定空家につい
ては、町民の生命と財産を守るため行政代執行
等を視野に入れた対応を行う。



 

建設課

管理住宅係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 危険空家対策事業 担当

整理
番号

建-13

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
危険空家除却補助金（10件） 危険空家除却補助金（10件） 危険空家除却補助金（10件） 危険空家除却補助金（10件） 危険空家除却補助金（10件）

15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円

略式代執行費用 行政代執行・略式代執行 行政代執行・略式代執行 行政代執行・略式代執行 行政代執行・略式代執行

55,860 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 70,860 千円 事　業　費 15,000 千円 事　業　費 15,000 千円 事　業　費 15,000 千円 事　業　費 15,000 千円

国補助 35,430 千円 国補助 7,500 千円 国補助 7,500 千円 国補助 7,500 千円 国補助 7,500 千円

県補助 3,000 千円 県補助 3,000 千円 県補助 3,000 千円 県補助 3,000 千円 県補助 3,000 千円

起　債 4,500 千円 起　債 4,500 千円 起　債 4,500 千円 起　債 4,500 千円 起　債 4,500 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 27,930 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円

① 10件/年 ④ ① 10件/年 ④ ① 10件/年 ④ ① 10件/年 ④ ① 10件/年 ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

管理住宅係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 5 目 1

① 町営住宅改修戸数 67戸（累計）

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 120,371 千円

国補助 45,932 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和５年度評価済 起　債 71,800 千円

特　定 千円

一般財源 2,639 千円

① 22戸（累計） ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 町営住宅改修・整備事業 担当
整理
番号

建-14

老朽化した町営住宅において外壁劣化等による温熱環境の悪化、内部に
おいては床の段差及び設備の劣化により、現在求められている住環境に
支障をきたしているため、改修及び整備工事を実施する。実施すること
により長寿命化によるコスト削減を図ることを目的とする。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町営住宅長寿命化計画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

長寿命化計画に基づき改修工事を進めた。
公営住宅の用途廃止を行うため、加茂住宅・上原住宅（布施地区）の入居者へ説明を行い理解を得られ
た。他の公営住宅へ転居希望の者には斡旋を行った。

築年数が経過した住宅が多いことから、計画以外の建物の修繕費が嵩んできている。隠岐の島町は住民に
対する公営住宅の割合が供給過多となっていることから、公営住宅として必要性がなくなった住宅の用途
を廃止することが必要となっている。庁内での用途廃止後の利活用について調整が必要である。

公営住宅は住宅に困窮する低所得者等に対するセーフティーネットとしての役割を果たすとともに、居住
性の向上及び高齢者に対応した住環境づくりを推進し、安心安全の住居環境を確保する。また、公営住宅
としての役割が必要ではない住宅は用途廃止し、UIターン者・労働者等の住宅として利活用できるよう他
課と十分な協議を行い連携していく。 財

源
内
訳　本町の住宅事情は、移住や結婚等により新たな住まいを求める際に選択肢がなく、希望する住宅に住むことができ

ない方が多いと感じます。そのような中、住宅に困窮する方のセーフティーネットである町営住宅は、町民にとって
必要な施設であり、バリアフリー化や居住性を高めることを目的とした町営住宅の改修及び整備については、計画的
に実施して下さい。また、募集をかけても応募がない住宅については、UIターン者向け住宅や、移住体験・インター
ンシップ等の一時滞在施設など、様々な用途に活用することをご検討頂きたいです。

実
績
値

田部谷団地＜改修戸数：3戸＞　
仁万団地＜改修戸数：3戸＞　
　改修内容：段差解消・高断熱化
宮城ヶ丘団地＜改修戸数：3戸＞
　改修内容：アスベスト除去

町営住宅を267戸管理しており、現在まで順次改修工事を実施してきた。
令和3年度～令和6年度までに67戸の改修工事を予定している。
改修内容は長寿命化改修及びアスベスト除去となっている。

長寿命化計画に基づき、老朽化した住宅の順次
改修工事を実施し、改修工事では間に合わない
住宅に関しては建て替えを検討する。また、公
営住宅の用途廃止については、今後も進めてい
くため、他課との協議を密にし用途廃止後の利
活用を行う。



 

建設課

管理住宅係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 町営住宅改修・整備事業 担当

整理
番号

建-14

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
田部谷団地改修戸数：1戸 田部谷団地改修戸数：1戸 田部谷団地改修戸数：1戸

20,430 千円 20,430 千円 20,430 千円 千円 千円

仁万団地改修戸数：2戸 仁万団地改修戸数：2戸 仁万団地改修戸数：2戸 仁万団地改修戸数：2戸

40,290 千円 40,290 千円 40,290 千円 40,290 千円 千円

宮城ヶ丘団地　ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事（2戸） 宮城ヶ丘団地　ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事（3戸） 宮城ヶ丘団地　ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事（3戸） 宮城ヶ丘団地　ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事（3戸） 宮城ヶ丘団地　ｱｽﾍﾞｽﾄ除去工事（3戸）

18,824 千円 26,609 千円 27,749 千円 27,749 千円 27,749 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）（新）住宅管理システム導入

28,548 千円 千円 千円 千円 千円

西見団地建替事業（非現地造成設計） 西見団地建替事業（非現地造成工事） 西見団地建替事業（非現地建築設計） 西見団地建替事業（非現地建築5戸）

千円 8,000 千円 35,000 千円 3,000 千円 150,000 千円

朝日が丘団地改修設計 朝日が丘団地改修戸数：2戸 朝日が丘団地改修戸数：2戸

千円 千円 2,500 千円 35,860 千円 35,860 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 108,092 千円 事　業　費 95,329 千円 事　業　費 125,969 千円 事　業　費 106,899 千円 事　業　費 213,609 千円

国補助 29,295 千円 国補助 31,219 千円 国補助 49,423 千円 国補助 38,577 千円 国補助 92,402 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 50,200 千円 起　債 64,100 千円 起　債 76,500 千円 起　債 68,300 千円 起　債 121,200 千円

特　定 28,548 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 49 千円 一般財源 10 千円 一般財源 46 千円 一般財源 22 千円 一般財源 7 千円

① 27戸（累計） ④ ① 33戸（累計） ④ ① 39戸（累計） ④ ① 44戸（累計） ④ ① 49戸（累計） ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

管理住宅係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 5 目 1

① 木造住宅耐震診断件数 5件/年

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 5,723 千円

国補助 2,807 千円

県補助 1,431 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和３年度評価済 起　債 1,400 千円

特　定 千円

一般財源 85 千円

① 5件 ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 民間住宅災害対策促進事業 担当
整理
番号

建-15

耐震構造基準（昭和56年以前建築）に満たない建築物に耐震化促進の助
成を行う。また、土砂災害特別警戒区域内の住宅においても、住宅補強
支援の助成を行うことにより、今後起こりうる災害等に対して建物被害
及びこれに起因する人命や財産の被害を未然に防止するとともに、防災
意識の向上を図り、安全で安心なまちづくりに寄与する。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 島根県及び隠岐の島町耐震改修促進計画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

木造住宅耐震化促進事業は、令和4年度は耐震診断3件、除却3件に対し、令和5年度は耐震診断5件、除却1
件となった。耐震診断5件のうち2件は地域振興課が所管する改修補助を利用することにより、住宅の利活
用に繋がった。要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業の対象となる建物は1件で、耐震診断を行っ
た。土砂災害特別警戒区域内住宅補強支援事業の申請件数は0件であった。

国の方針で土砂災害特別警戒区域内住宅補強支援事業は令和5年度末が事業期限となっている。また、木
造住宅耐震化促進事業並びに要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業は令和7年度末が事業期限となっ
ていることから、今後の国の方針を踏まえ対応が必要となっている。要安全確認計画記載建築物耐震化促
進事業による耐震診断の結果、改修または建て替えが必要となっている。

耐震基準に満たない住宅は、被災時に居住者や近隣住民に対し人的被害を及ぼす恐れがある。当事業の助
成を行うことにより、今後起こりうる地震での建物被害及びこれに起因する人命や財産の被害を未然に防
止することができる。要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業に関係する所有者と連絡を密にして今後
の方向性を早急に定める。 財

源
内
訳　災害時の備えとして必要な事業であるが、制度の周知不足であると感じます。町HP及びお知らせ便での

周知はもちろんですが、耐震構造基準に満たない建築物の所有者、土砂災害特別警戒区域内の住宅の所有
者への個別の周知活動も行なうなど、周知徹底を図って下さい。

実
績
値

木造住宅耐震化促進事業
・耐震診断　5件
・耐震計画　0件
・耐震改修　0件
・除　　却　1件

土砂災害特別警戒区域内住宅補強支
援事業
・補強設計　0件
・補強工事　0件
・除　　却　0件

要安全確認計画記載建築物耐震化促
進事業
・耐震診断　1件

耐震基準に満たない住宅は、被災時に居住者や近隣住民に対し人的被害
を及ぼす恐れがあり、避難路等の障害となる可能性もある。

昭和56年以前建築の建物所有者に対する防災意
識の高揚のため、支援制度の周知をする。他課
との連携により耐震性のある建物とする。



 

建設課

管理住宅係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 民間住宅災害対策促進事業 担当

整理
番号

建-15

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
木造住宅耐震化改修補助金 木造住宅耐震化改修補助金

1,700 千円 1,700 千円 千円 千円 千円

要安全(沿道)建築物耐震診断（1件） 要安全(沿道)建築物耐震診断（1件）

5,266 千円 41,986 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 6,966 千円 事　業　費 43,686 千円 事　業　費 0 千円 事　業　費 0 千円 事　業　費 0 千円

国補助 3,364 千円 国補助 23,633 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 1,308 千円 県補助 9,973 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 2,200 千円 起　債 10,000 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 94 千円 一般財源 80 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円

① 5件 ④ ① 5件 ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

都市計画課

都市整備係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 6 目 1

① 公園の遊具やトイレの再整備（KPI) 3ヶ所

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 64,093 千円

国補助 29,500 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 33,400 千円

特　定 千円

一般財源 1,193 千円

① 3ヶ所 ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 都市公園再編事業 担当
整理
番号

都計-2

本町の市街地部分（旧町内）には遊具が設置された公園は、どの施設も
小規模で一定人数以上の利用ができない状況である。そのため、安全に
安心して遊べて、健康づくりが行えるような公園を整備することで、生
活にやすらぎやうるおいを与え、生きがいのあるまちづくりを推進す
る。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 都市再生整備計画（西郷地区）

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

令和5年度は総合グランド外周遊歩道及び転落防止柵の改修を行った。令和6年度は運動公園総合体育館一
般照明のLED化工事を実施し、老朽化した運動公園管理棟の改修設計、寺の前公園の老朽化した四阿及び
転落防止柵の改修工事をを実施する。

長寿命化計画をもとに計画的な更新を行う必要がある。
一部施設更新の必要性について検討が必要である。

長寿命化計画に沿った改修を実施していく。
また一部施設更新の必要性について検討する。

財
源
内
訳

実
績
値

運動公園
　転落防止柵改修工事
　進入路灯更新工事
　遊歩道整備工事
　総合体育館一般照明改修設計業務
寺の前公園
　転落防止柵改修工事
　階段改修（2期）工事
港公園
　下水道接続工事

市街地部分（旧西郷町内）の公園を再整備する。
・寺の前公園整備事業
　　安全に安心して子供たちとふれあう公園とするための改修整備
　　　公園施設改修
・運動公園整備事業
    運動公園周辺エリア一帯を健康づくり拠点として改修整備
　　 　管理棟改修設計　

長寿命化に伴い計画的な施設更新を実施する。



 

都市計画課

都市整備係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 都市公園再編事業 担当

整理
番号

都計-2

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
運動公園総合体育館一般照明LED化工事 運動公園総合体育館一般照明LED化（そ

の2）工事
運動公園総合体育館改修(その1)工事 運動公園総合体育館改修(その2)工事

43,000 千円 18,000 千円 4,200 千円 29,000 千円 千円

運動公園管理棟改修詳細設計業務 運動公園管理棟改修工事

2,000 千円 13,000 千円 千円 千円 千円

運動公園体育館空調等改修詳細設計業務 運動公園総合体育館空調設備改修工事

千円 5,000 千円 8,000 千円 千円 千円

運動公園体育館衛生設備改修詳細設計業
務

運動公園総合体育館衛生設備改修工事

千円 千円 5,000 千円 4,000 千円 千円

（Plan）
運動公園体育館外壁等補修詳細設計業務 運動公園体育館外壁等補修（その1）工

事

千円 千円 千円 10,300 千円 60,000 千円

寺の前公園休養施設改修工事 寺の前公園トイレ改修工事

8,000 千円 千円 千円 2,700 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

運動公園環境整備業務（樹木伐採） 運動公園環境整備業務（樹木伐採） 運動公園環境整備業務（樹木伐採） 運動公園環境整備業務（樹木伐採）

1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 千円

事務費 事務費 事務費 事務費 事務費

2,600 千円 1,800 千円 800 千円 2,300 千円 3,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 56,600 千円 事　業　費 38,800 千円 事　業　費 19,000 千円 事　業　費 49,300 千円 事　業　費 63,000 千円

国補助 26,500 千円 国補助 18,000 千円 国補助 8,600 千円 国補助 23,500 千円 国補助 30,000 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 29,100 千円 起　債 19,800 千円 起　債 9,400 千円 起　債 24,800 千円 起　債 33,000 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 千円

① 3ヶ所 ④ ① 3ヶ所 ④ ① 3ヶ所 ④ ① 3ヶ所 ④ ① 3ヶ所 ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

上水道施設係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 6 項 3 目 3

① 水産飲雑用水施設整備 27.90%

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 44,624 千円

国補助 千円

県補助 22,000 千円

【④.外部評価】 起　債 22,600 千円

特　定 千円

一般財源 24 千円

① 9.6% ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 中村地区水産飲雑用水整備事業 担当
整理
番号

上下-1

隠岐の島町の上水道事業は昭和30年代から供用を開始した。中村地区においても
水道施設は整備されており水道水の供給がなされている。当地区において漁業集
落排水施設（下水道施設）の整備が行われることとなり、これに合わせて老朽化
した既存の水道施設を水産飲雑用水事業により更新し、安全で安心な水道水を安
定的に供給を行っていく。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　農林水産課において令和4年度までに水産飲雑用水の測量調査設計、管路布設工事を実施してきた。令
和5年度以降は農林水産課より事業を引き継ぎ、上下水道課において事業実施していく。

　当該事業は下水道の管路布設（漁業集落排水施設）に合わせて配水管路の布設を行わなければならず、
事業間において工事の施工個所、事業進捗の調整に苦慮している。

　中村地区においては水道施設の整備は完了しているが、老朽化した施設の更新を計画的に行い、安全で
安心な水道水を安定的に供給していかなければならない。

財
源
内
訳

実
績
値

中村地区集落環境整備事業
 中村地区水産飲雑用水
　管路布設(第1期)工事 L=107.1m
                    1,892千円
　管路布設(第2期)工事 L=
                   21,890千円
　配水管路詳細設計業務 1式
　　　　　　　　　  13,376千円
　工事積算業務 1式
　　　　　　　　　   4,628千円

【令和6年度へ繰越】
　管路布設(第1期)工事 L=107.1m
                    2,838千円

漁業集落環境整備事業
　水産飲雑用水施設（462,900千円）
　　・配水管路　　　　整備延長=6,940ｍ
　　・送水管路　　　　整備延長=2,560ｍ
　　・導水管路　　　　整備延長=280ｍ
　　・中村浄水場改良　1式
　　・配水池整備　　　1池
　　・ポンプ施設整備　1式

　水産飲雑用水施設は、将来的には上水道会計
において維持管理していくことから、資産を明
確化にするため漁業、令和5年度より集落環境整
備事業から水産飲雑用水のみを別事業とした。
　これにより、公営企業として適切な資産管理
ができることとなる。



 

上下水道課

上水道施設係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 中村地区水産飲雑用水整備事業 担当

整理
番号

上下-1

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
配水池詳細設計

18,000 千円 千円 千円 千円 千円

管路布設工事 管路布設工事 管路布設工事 管路布設工事 管路布設工事

33,700 千円 38,300 千円 13,600 千円 36,000 千円 36,000 千円

ポンプ場建設工事 ポンプ場電気設備工事

20,000 千円 40,000 千円 千円 千円 千円

用地及び補償費（ポンプ場）

500 千円 千円 千円 千円 千円

（Plan） 中村浄水場改良工事

千円 15,000 千円 千円 千円 千円

配水池建設工事

千円 千円 45,000 千円 千円 千円

工事監理積算業務 積算業務 積算業務 積算業務 積算業務

15,000 千円 6,000 千円 6,000 千円 4,000 千円 4,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 87,200 千円 事　業　費 99,300 千円 事　業　費 64,600 千円 事　業　費 40,000 千円 事　業　費 40,000 千円

国補助 42,500 千円 国補助 49,650 千円 国補助 32,300 千円 国補助 20,000 千円 国補助 20,000 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 44,700 千円 起　債 49,600 千円 起　債 32,300 千円 起　債 20,000 千円 起　債 20,000 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円 一般財源 50 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① 27.9% ④ ① 49.3% ④ ① 63.3% ④ ① 71.9% ④ ① 80.6% ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

業務係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 7 目 1

① 下水道普及率（KPI） 80.0%

② 西郷処理区下水道普及率 75.6%

③ 五箇処理区下水道普及率 74.3%

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 23,192 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 23,192 千円

① 77.5% ④

② 73.2% ⑤

③ 73.2% ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 下水道接続促進事業 担当
整理
番号

上下-2

各処理区において生活雑排水が未処理のまま排出され、水質汚濁の進行
が危惧される状況であることや住民の生活環境の改善を行うことを目的
とし、下水道接続の促進を図るための補助を行う。基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　西郷処理区の下水道普及率は、令和5年度末で73.2%(接続率:40.0％⇒41.4%)となっている。
　五箇処理区の下水道普及率は、令和5年度末で64.8%(接続率:29.7％⇒35.3%)となっている。

　下水道接続率は、西郷処理区41.4%、五箇処理区35.3%と、まだまだ低い状況ながらも接続率は伸びてい
る。
　今後、企業会計化による経営の安定化を図るためにも、供用後早期の接続を促進する。

　新たな支援策として接続の促進を図るために創設し、令和4年度に比べ約3割の接続率増加が見られた。
　下水道整備が令和13年度完了を目指しており、今後も接続を促進していく必要があることからも、供用
後早期に各世帯の接続を図るため更なる啓発活動を行う。

財
源
内
訳

実
績
値

令和5年度から開始

補助申請数　80件

供用後3年以内の接続により、接続工事費補助金として、30万円の補助を
行う。

令和5年度が補助開始の初年度として一定の成果
が見られたため、今後、早期の接続を図るため
にも継続して補助を行う。



 

上下水道課

業務係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 下水道接続促進事業 担当

整理
番号

上下-2

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
下水道接続補助金 下水道接続補助金 下水道接続補助金 下水道接続補助金 下水道接続補助金

20,000 千円 20,000 千円 20,000 千円 20,000 千円 20,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 20,000 千円 事　業　費 20,000 千円 事　業　費 20,000 千円 事　業　費 20,000 千円 事　業　費 20,000 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 20,000 千円 一般財源 20,000 千円 一般財源 20,000 千円 一般財源 20,000 千円 一般財源 20,000 千円

① 81.1% ④ ① 84.2% ④ ① 87.1% ④ ① 90.9% ④ ① 93.4% ④

② 76.7% ⑤ ② 80.6% ⑤ ② 83.0% ⑤ ② 87.4% ⑤ ② 90.1% ⑤

③ 70.0% ⑥ ③ 75.5% ⑥ ③ 86.5% ⑥ ③ 93.9% ⑥ ③ 100.0% ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

業務係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 特別会計　 款 1 項 1 目 1

① 下水道普及率（KPI） 80.0%

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 28,900 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 28,900 千円

特　定 千円

一般財源 千円

① 77.5% ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名
【下水道特別会計】
一般管理事務

担当
整理
番号

上下-3

　下水道事業は、特別会計として運営しているが、平成31年1月　総務大
臣通知等により、人口3万人未満の下水道・集落排水・浄化槽事業につい
ても令和5年度末までに公営企業会計への移行を要請されており、将来に
わたって持続可能な経営を確保すると共に、「経営の見える化」による
経営基盤の強化を図れる企業会計を導入するものである。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　令和2年度より事業に着手し、債務負担により契約している。

　総務大臣通知により、令和5年度末迄に公営企業会計への移行が要請されている。

　将来にわたって下水道事業の持続可能な経営を確保すると共に、「経営の見える化」による経営基盤の
強化を図れる企業会計を早期に導入する必要がある。

財
源
内
訳

実
績
値

　令和5年度は、事業最終年として
固定資産台帳のシステム登録や条例
等の制定・改廃の整理から新年度予
算策定や打ち切り決算の支援業務を
行った。
　また、企業会計システムについ
て、上水道企業会計で運用している
システムの導入を行った。　公営企業会計移行のための、資産情報の整理や企業会計移行への支援

業務を委託すると共に、会計システムの導入を行うものである。

　令和5年度末で公営企業会計へ移行により事業
は終了した。



 

上下水道課

業務係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名

【下水道特別会計】
一般管理事務

担当
整理
番号

上下-3

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

下水道施設係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 企業会計 款 項 目

① 下水道普及率（KPI） 80.0%

② 西郷処理区下水道普及率 75.6%

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 495,383 千円

国補助 219,200 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和４年度評価済 起　債 276,100 千円

特　定 千円

一般財源 83 千円

① 77.5% ④

② 73.2% ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 西郷公共下水道事業（汚水） 担当
整理
番号

上下-4

　町の玄関口である西郷湾内に生活雑排水が未処理のまま排出され、水
質汚濁の進行が危惧される状態であることから、水質汚濁を防止すると
ともに、手入れの水洗化等による住民の生活環境の改善を行うことを目
的としている。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　西郷処理区の下水道普及率は、令和5年度末で73.2％となっている。

　令和5年度末の西郷処理区の下水道普及率は全国平均の92.9％（汚水処理人口普及率、令和4年度末）と
比較し、73.2％といまだ低く、国が目指す令和8年度下水道事業概成に向け整備を進めているが、災害対
応、労働者数の減少等により、達成は困難な状況である。

　下水道整備により、生活雑排水の河川や海域への流出を防ぎ水質汚濁を防止するとともに、トイレの水
洗化による住民の生活環境の改善も見込まれるため、本事業は今後も継続して進めていく必要がある。令
和13年度の事業完了を目指す。

財
源
内
訳　水質汚濁の防止や、住民の快適な生活環境を確保するために必要な事業です。計画的に整備を進めて下

さい。
　接続率の向上に向けた取組については、個別住宅はもとより、飲食店や宿泊施設等各事業所の接続を積
極的に推進していくべきと考えます。環境問題と関連付けて啓発を行うなど、更なる接続率の向上に向け
た取り組みを求めます。

実
績
値

委託料
　管路詳細設計業務ほか　一式
　　　　　　　　　　67,083千円
工事請負費
　下水道管路工事　L=2.1km
                 　409,390千円
補償費
　上水道移転補償費　一式
                     7,141千円
事務費
　　　　　　　　　　11,769千円

西郷地区の下水道を整備する。
処理人口　7,490人
処理面積　A=253ha

　事業の早期完了を目指すため、残事業量の精
査を行い、今後の事業計画に反映させる。



 

上下水道課

下水道施設係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 西郷公共下水道事業（汚水） 担当

整理
番号

上下-4

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
下水道管路布設工事　L=5.7km
東町ポンプ場建設工事（債務負担）

下水道管路布設工事　L=3.3km 下水道管路布設工事　L=2.8km 下水道管路布設工事　L=3.8km 下水道管路布設工事　L=4.6km

637,000 千円 408,000 千円 405,000 千円 394,000 千円 450,000 千円

下水道管路詳細設計業務 下水道管路詳細設計業務 下水道管路詳細設計業務 下水道管路詳細設計業務 上水道移転補償費

70,000 千円 62,000 千円 55,000 千円 66,000 千円 15,000 千円

上水道移転補償費 上水道移転補償費 上水道移転補償費 上水道移転補償費 事務費

17,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 14,000 千円

事務費 事務費 事務費 事務費

17,161 千円 14,000 千円 14,000 千円 14,000 千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 741,161 千円 事　業　費 499,000 千円 事　業　費 489,000 千円 事　業　費 489,000 千円 事　業　費 479,000 千円

国補助 308,800 千円 国補助 207,000 千円 国補助 198,000 千円 国補助 205,000 千円 国補助 195,000 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 432,300 千円 起　債 292,000 千円 起　債 291,000 千円 起　債 284,000 千円 起　債 284,000 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 61 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① 81.1% ④ ① 84.2% ④ ① 87.1% ④ ① 90.9% ④ ① 93.4% ④

② 76.7% ⑤ ② 80.6% ⑤ ② 83.0% ⑤ ② 87.4% ⑤ ② 90.1% ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

下水道施設係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 企業会計 款 項 目

① 下水道普及率（KPI） 80%

② 雨水排水路整備 L=0.38km

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 3,200 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 3,200 千円

特　定 千円

一般財源 千円

① 77.5% ④

② 0.10km ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 西郷公共下水道事業（雨水） 担当
整理
番号

上下-5

　町中での雨水による浸水の危険がある港町地区において、雨水排水路
等の整備を行い、快適な住環境を整えると共に安心で安全な暮らしを守
ることを目的としている。基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　本事業は、平成25年度より事業着手し、平成30年度には港町第1雨水ポンプ場が供用を開始し、令和元
年度にはポンプ場に流入する雨水排水路（約60m）について整備を行った。
　今後は、雨水排水路の整備を行っていく。

　港町地区は道路幅員が狭く、汚水管路布設と並行して雨水排水路の整備を行っていく必要がある事か
ら、事業完了に時間を要し、浸水対策効果を早期に発現することができない。
　また、既存水路についても老朽化が進んでいることから、既存水路の改修も必要である。

　港町地区は地理的要因により雨水による浸水の危険性が高く、本事業による排水路の整備が求められて
いる。

財
源
内
訳

実
績
値

工事請負費
　雨水排水路工事　L=33m
                 　  3,183千円
事務費
　　　　　　　　　　    17千円

港町地区において、雨水排水路等の整備を行う。
整備面積　15ha
雨水排水路　L=0.5km
雨水ポンプ場　1箇所

　機能不足の雨水排水路等を下水道事業におい
て整備を進めると共に、既存排水路については
建設課と連携して改修を行うことで、港町地区
での雨水排水路整備を進め、早期に快適な住環
境を整える。



 

上下水道課

下水道施設係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 西郷公共下水道事業（雨水） 担当

整理
番号

上下-5

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
雨水排水路工事　L=220m 雨水排水路工事　L=20m 雨水排水路工事　L=110m 雨水排水路工事　L=40m

22,000 千円 2,000 千円 千円 8,000 千円 2,000 千円

事務費 事務費 事務費 事務費

605 千円 105 千円 千円 205 千円 105 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 22,605 千円 事　業　費 2,105 千円 事　業　費 千円 事　業　費 8,205 千円 事　業　費 2,105 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 22,600 千円 起　債 2,100 千円 起　債 千円 起　債 8,200 千円 起　債 2,100 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 5 千円 一般財源 5 千円 一般財源 千円 一般財源 5 千円 一般財源 5 千円

① 81.1% ④ ① 84.2% ④ ① 87.1% ④ ① 90.9% ④ ① 93.4% ④

② 0.32km% ⑤ ② 0.34km% ⑤ ② 0.34km% ⑤ ② 0.45km% ⑤ ② 0.49km% ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

下水道施設係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 企業会計 款 項 目

① 下水道普及率（KPI） 80%

② 五箇処理区下水道普及率 74.30%

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 131,412 千円

国補助 58,900 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 72,500 千円

特　定 千円

一般財源 12 千円

① 77.5% ④

② 73.2% ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 五箇特定環境保全公共下水道事業 担当
整理
番号

上下-6

　五箇処理区は生活雑排水が未処理のまま河川や海域に排出されてお
り、水質汚濁の進行が危惧される状況であることから、水質汚濁を防止
するとともに、トイレの水洗化等による住民の生活環境の改善を行うこ
とを目的としている。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　五箇処理区の下水道普及率は令和5年度末で64.8%となっている。

　令和5年度末の五箇処理区の下水道普及率は全国平均の92.9％（汚水処理人口普及率、R4末）と比較
し、64.8%といまだ低く、国が目指す令和８年度下水道事業概成に向け整備を進めているが、災害対応、
労働者数の減少等により、達成は困難な状況である。

　下水道整備により、生活雑排水の河川や海域への流出を防ぎ水質汚濁を防止するとともに、トイレの水
洗化による住民の生活環境の改善も見込まれるため、本事業は今後も継続して進めていく必要がある。令
和10年度の事業完了を目指す。

財
源
内
訳

実
績
値

委託料
　積算工事監理業務ほか　一式
　　　　　　　　　　16,037千円
工事請負費
　下水道管路工事　L=1.4km
                 　108,677千円
補償費
　上水道移転補償費　一式
                     3,803千円
事務費
　　　　　　　　　 　2,895千円

五箇処理区の下水道を整備する。
処理人口　940人
処理面積　A=54ha

　事業の早期完了を目指すため、残事業量の精
査を行い、今後の事業計画に反映させる。



 

上下水道課

下水道施設係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 五箇特定環境保全公共下水道事業 担当

整理
番号

上下-6

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
下水道管路布設工事　L=1.6km 下水道管路布設工事　L=1.6km 下水道管路布設工事　L=2.0km 下水道管路布設工事　L=1.6km 下水道管路布設工事　L=1.4km

123,000 千円 183,000 千円 183,000 千円 187,000 千円 138,000 千円

積算工事監理委託業務
下水道管路詳細設計業務

積算工事監理業務 積算工事監理業務 積算工事監理業務 積算工事監理業務

17,000 千円 20,000 千円 20,000 千円 20,000 千円 20,000 千円

五箇浄化センター電気機械設備工事 五箇浄化センター電気機械設備工事

千円 千円 千円 12,500 千円 114,900 千円

上水道移転補償費 上水道移転補償費 上水道移転補償費 上水道移転補償費 上水道移転補償費

9,000 千円 7,000 千円 7,000 千円 7,000 千円 7,000 千円

（Plan）事務費 事務費 事務費 事務費 事務費

5,067 千円 5,010 千円 5,010 千円 5,010 千円 6,010 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 154,067 千円 事　業　費 215,010 千円 事　業　費 215,010 千円 事　業　費 231,510 千円 事　業　費 285,910 千円

国補助 63,000 千円 国補助 90,000 千円 国補助 90,000 千円 国補助 86,800 千円 国補助 123,000 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 91,000 千円 起　債 125,000 千円 起　債 125,000 千円 起　債 144,700 千円 起　債 162,900 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 67 千円 一般財源 10 千円 一般財源 10 千円 一般財源 10 千円 一般財源 10 千円

① 81.1% ④ ① 84.2% ④ ① 87.1% ④ ① 90.9% ④ ① 93.4% ④

② 70.0% ⑤ ② 75.5% ⑤ ② 86.5% ⑤ ② 93.9% ⑤ ② 100.0% ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

下水道施設係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 企業会計 款 項 目

① 下水道普及率（KPI） 80%

② 中村処理区下水道普及率 39.20%

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 447,177 千円

国補助 212,355 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 234,800 千円

特　定 千円

一般財源 22 千円

① 77.5% ④

② 7.4% ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名
中村漁港漁業集落排水施設整備事
業

担当
整理
番号

上下-7

　中村処理区は生活雑排水が未処理のまま河川や海域に排出されてお
り、水質汚濁の進行が危惧される状況であることから、水質汚濁を防止
するとともに、トイレの水洗化等による住民の生活環境の改善を行うこ
とを目的としている。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　中村処理区の下水道整備事業は、令和元年度末までに、中村地区・下元屋地区の管路詳細設計を行っ
た。令和4～5年度で中村浄化センター建設工事を実施し、令和6年度より、順次供用開始の予定である。

　令和5年度末の隠岐の島町の下水道普及率は全国平均の92.9％（汚水処理人口普及率、R4末）と比較
し、77.5%と、低い状況にあることから、最終の集合処理区となる本処理区の早期の整備が必要である。
また、西郷処理区同様に下水道接続率の低下が懸念される。

　下水道整備により、生活雑排水の河川や海域への流出を防ぎ水質汚濁を防止するとともに、トイレの水
洗化による住民の生活環境の改善も見込まれるため、本事業は今後も継続して進めていく必要がある。令
和13年度の事業完了を目指す。

財
源
内
訳

実
績
値

委託料
　積算工事監理委託業務　一式
　　　　　　　　　　15,533千円
工事請負費
　下水道管路工事　L=0.6km
　中村浄化センター建設工事
   一式 　         420,039千円　　　

事務費
　　　　　　　　　  11,605千円

中村処理区の下水道を整備する。
処理人口　625人
管路施設　L=13km
中継ポンプ　14基
終末処理施設　1棟

　事業の早期完了を目指すため、残事業量の精
査を行い、今後の事業計画に反映させる。



 

上下水道課

下水道施設係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名

中村漁港漁業集落排水施設整備事
業

担当
整理
番号

上下-7

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
下水道管路布設工事　L=1.3km
マンホールポンプ
終末処理場建設工事（債務負担）

下水道管路布設工事　L=1.5km
マンホールポンプ

下水道管路布設工事　L=1.5km
マンホールポンプ

下水道管路布設工事　L=1.3km
マンホールポンプ

下水道管路布設工事　L=1.2km
マンホールポンプ

331,700 千円 147,000 千円 147,000 千円 147,000 千円 147,000 千円

積算工事監理委託業務 積算工事監理委託業務 積算工事監理委託業務 積算工事監理委託業務 積算工事監理委託業務

25,500 千円 12,000 千円 12,000 千円 12,000 千円 12,000 千円

設備台帳構築業務

17,586 千円 千円 千円 千円 千円

事務費 事務費 事務費 事務費 事務費

5,840 千円 6,010 千円 6,010 千円 6,010 千円 6,010 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 380,626 千円 事　業　費 165,010 千円 事　業　費 165,010 千円 事　業　費 165,010 千円 事　業　費 165,010 千円

国補助 172,125 千円 国補助 70,000 千円 国補助 65,500 千円 国補助 65,500 千円 国補助 65,500 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 208,500 千円 起　債 95,000 千円 起　債 99,500 千円 起　債 99,500 千円 起　債 99,500 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 1 千円 一般財源 10 千円 一般財源 10 千円 一般財源 10 千円 一般財源 10 千円

① 81.1% ④ ① 84.2% ④ ① 87.1% ④ ① 90.9% ④ ① 93.4% ④

② 25.2% ⑤ ② 33.6% ⑤ ② 50.4% ⑤ ② 67.3% ⑤ ② 79.9% ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

上下水道課

下水道施設係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 企業会計 款 項 目

① 下水道普及率（KPI） 80%

② 浄化槽設置工事 208基

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 17,204 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 17,200 千円

特　定 千円

一般財源 4 千円

① 77.5% ④

② 201基 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 個別排水処理施設整備事業 担当
整理
番号

上下-8

　下水道の集合処理が地理的・経済的に不利な地区において、生活雑排
水が未処理のまま河川や海域に排出されており、水質汚濁の進行が危惧
される状況であることから、町が個別に浄化槽を設置することで、水質
汚濁を防止するとともに、トイレの水洗化による住民の生活環境の改善
を行うことを目的としている。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町下水道基本構想

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　令和5年度末までに、町全体で201基の浄化槽を設置している。

　個人からの申請を受けてから浄化槽設置工事を行うため、計画的な事業執行が困難である。

　浄化槽整備により、生活雑排水の河川や海域への流出を防ぎ水質汚濁を防止するとともに、トイレの水
洗化による住民の生活環境の改善も見込まれるため、本事業は今後も継続して進めていく必要がある。

財
源
内
訳

実
績
値

工事請負費
　浄化槽設置工事　10基（5・7人
槽）
　　　　　　　　 　17,106千円
事務費
　　　　　　　　　　 　98千円

年間、5基前後の合併浄化槽設置する。

　本事業は、集合処理が地理的・経済的に不利
な地域について、町が個別に浄化槽を設置する
事業であるが、個人からの申請を受けてから浄
化槽設置工事を行うため、町民に向けての更な
る情報提供を行う。



 

上下水道課

下水道施設係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 個別排水処理施設整備事業 担当

整理
番号

上下-8

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
浄化槽設置工事（5基） 浄化槽設置工事（5基） 浄化槽設置工事（5基） 浄化槽設置工事（5基） 浄化槽設置工事（5基）

9,000 千円 9,000 千円 9,000 千円 9,000 千円 9,000 千円

事務費 事務費 事務費 事務費 事務費

105 千円 105 千円 105 千円 105 千円 105 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 9,105 千円 事　業　費 9,105 千円 事　業　費 9,105 千円 事　業　費 9,105 千円 事　業　費 9,105 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 9,100 千円 起　債 9,100 千円 起　債 9,100 千円 起　債 9,100 千円 起　債 9,100 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 5 千円 一般財源 5 千円 一般財源 5 千円 一般財源 5 千円 一般財源 5 千円

① 81.1% ④ ① 84.2% ④ ① 87.1% ④ ① 90.9% ④ ① 93.4% ④

② 206基 ⑤ ② 211基 ⑤ ② 216基 ⑤ ② 221基 ⑤ ② 226基 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

環境課

生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 2 目 1

① 該当項目なし

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 14,148 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 12,600 千円

特　定 千円

一般財源 1,548 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 愁霊苑管理運営事業 担当
整理
番号

環-2

墓地、埋葬等に関する法律に基づく火葬施設として、斎場の運営及び施
設の維持管理を行う。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

毎年、年次点検を行い修繕等を計画的に実施しているので安定的に火葬業務を行うことが出来ている。

機器設備の定期的な整備を継続して実施することが必要である。

火葬業務を安定的に行うために、今後も継続して事業を実施する。

財
源
内
訳

実
績
値

【愁霊園管理運営事業】
○斎場愁霊園屋根改修工事 
　9,900千円
○斎場愁霊園火葬炉設備更新工事
　1,738千円
○島後斎場愁霊苑自動ドア修繕工
　事
　1,268千円
○島後斎場愁霊苑浄化槽マンホー
　ル修繕工事
　902千円
○斎場愁霊苑事務室空調取替工事
　340千円

愁霊苑の適正な維持管理を行う。
改修内容は、火葬炉台車更新の他、オイル配管機器更新、動力制御盤内
リレー交換を行う。

定期的な整備を行うことで、適正な施設の維持
管理を行う。



 

環境課

生活環境係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 愁霊苑管理運営事業 担当

整理
番号

環-2

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
火葬炉設備機器更新工事
・火葬炉台車更新1台
・オイル配管機器
・動力制御盤内リレー交換

火葬炉設備機器更新工事
・主燃炉耐火物更新2基
・再燃炉耐火物更新2基
・火葬炉台車2台
・制御盤、各制御機器更新

火葬炉設備機器更新工事
・主燃炉耐火物更新1基
・再燃炉耐火物更新1基
・残灰処理装置機器更新

火葬炉設備機器更新工事
・主燃炉耐火物更新2基
・再燃炉耐火物更新2基
・火葬炉台車ブロック1基
・電動台車2台バッテリー交換

火葬炉設備更新工事
・主燃炉耐火物更新2基
・再燃炉耐火物更新2基
・火葬炉台車ブロック2基

12,650 千円 15,576 千円 1,518 千円 3,388 千円 2,728 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 12,650 千円 事　業　費 15,576 千円 事　業　費 1,518 千円 事　業　費 3,388 千円 事　業　費 2,728 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 12,600 千円 起　債 15,500 千円 起　債 1,500 千円 起　債 3,300 千円 起　債 2,700 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 50 千円 一般財源 76 千円 一般財源 18 千円 一般財源 88 千円 一般財源 28 千円

① ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

環境課

生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 2 目 1

① 該当項目なし

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ペット用火葬施設整備事業 担当
整理
番号

環-3

動物愛護の観点から、家族同様に飼っていたペットが亡くなった際に手
厚く弔うため、ペットの遺体の火葬を、周辺環境に配慮し、適正かつ安
心に行うことを目的とする。基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

ペット用火葬施設の設置は、関係者と継続的に協議を重ねた。また、中長期的な事業のイニシャル・ラン
ニングコストを精査した上で、補助制度を創設するなど財政的な支援を検討した。

ペット用火葬炉は民節民営で行う事を想定しており、事業の採算性及び運営体制について関係者との詳細
に協議する必要がある。

ペット用火葬施設整備事業補助金交付要綱により、運営事業者へ財政的な支援を行っていく。

財
源
内
訳

実
績
値

令和5年度実績無し

ペット用火葬施設整備について、運営事業者へ補助金の交付を行い、中
長期的な事業として支援策などの調査研究を進める。

新規事業として、NPO法人「あにまるサポート隠
岐」が民設民営で行うこととし、中長期的に運
営されるよう、本町より施設整備補助金2/3を交
付し、年内完成を予定として準備しています。
また、NPO法人による資金調達に向けたクラウド
ファンディングを予定している。



 

環境課

生活環境係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ペット用火葬施設整備事業 担当

整理
番号

環-3

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
火葬施設整備事業補助

9,930 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 9,930 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 9,930 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

環境課

エネルギー対策室

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① 該当項目なし

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 99,825 千円

国補助 49,913 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 49,900 千円

特　定 12 千円

一般財源 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 隠岐島油槽所運営事業 担当
整理
番号

環-9

隠岐島油槽所施設を適切に運営し、石油製品の安定供給を行う。

基　本　施　策 1.快適な住環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

平成20年6月に混油事故が発生したため、町が既存施設を購入し、整備を行い、平成21年12月から運営を
行っている。現在の油槽所タンクは5基（ガソリン2、灯油1，軽油1，A重油1）である。

隠岐島油槽所は設置から15年を迎え、各設備において経年劣化等による不具合が生じてきている。
令和5年度からタンク開放工事を実施しており、工事の実施計画及び体制について、効率的かつ安全に実
施できるように事業を進める必要がある。また、取り扱う油種についても近年の町内の石油製品の需要状
況等を考慮して再検討する必要がある。

メンテナンス計画に基づき改修を実施する。石油元売りとの取り交わしにより油槽所開設より15年以内に
タンク開放工事を行わなければならないため、令和5年度から令和7年度にかけて実施予定である。（令和
5年度分は実施済）

財
源
内
訳

実
績
値

タンク改修工事（NO2タンク）
・計画策定　15,235千円
・改修工事　79,860千円
・監理補助　 4,730千円
　合　　計　99,825千円

安定した石油製品の供給を行うため、隠岐島油槽所構内において不具合
の生じた設備について、メンテナンス計画を基に改修する。

令和5年度から実施しているタンク開放工事を効
率的かつ安全に実施できるよう関係各所と協議
を行う。
タンク開放工事に併せ、取り扱う油種について
も町内の石油製品の需要状況等を考慮して再検
討する。



 

環境課

エネルギー対策室
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 隠岐島油槽所運営事業 担当

整理
番号

環-9

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
タンク開放工事（2基） タンク開放工事（2基） UPS用バッテリー交換 ローディングアームオーバーホール

183,150 千円 155,750 千円 500 千円 1,800 千円 千円

施工設計監理補助業務 施工設計監理補助業務

10,456 千円 10,456 千円 千円 千円 千円

水銀灯LED化工事 ローリー出荷計量機器差試験及び点検

1,200 千円 3,000 千円 千円 千円 千円

施設錆止塗装工事

1,200 千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）オイルフェンス係留改修工事

1,200 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 197,206 千円 事　業　費 169,206 千円 事　業　費 500 千円 事　業　費 1,800 千円 事　業　費 千円

国補助 96,803 千円 国補助 83,103 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 96,800 千円 起　債 83,100 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 3,603 千円 特　定 3,003 千円 特　定 500 千円 特　定 1,800 千円 特　定 千円

一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① ④ ① ④ ① ④ ① ④ ① ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

政策企画係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① 地域提案型事業の応募件数 25件（累計）

② 「小さな拠点づくり」に取り組む地区数（KPI） 3地区

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 40,509 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和３年度評価済 起　債 38,800 千円

特　定 1,671 千円

一般財源 38 千円

① 14件（累計） ④

② 1地区 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 地域コミュニティ推進事業 担当
整理
番号

地-5

地域の区、自治会、町内会などの自治組織や地域団体等が行う集落維持
及び地域活性化のために行う事業を支援することにより、地域の活性化
を促進する。基　本　施　策 2.地域コミュニティのつながりと活力を育みます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

集落地域活性化補助金については95地区中94地区の申請があり、ほぼ全ての集落地域の活性化が図られ
た。また、6つの集会所の修繕を補助することで安心安全なコミュニティ活動に繋がった。地域提案型事
業の応募件数は累計14件であり、依然目標値の到達には至っていない。

高齢化、人口減少等により各地域においては、役員等のなり手不足が顕著となっており、また地区によっ
ては、環境整備事業等の今後の地区活動の継続が危ぶまれる地区等がある。地域担当職員制度について
は、説明会での制度周知や班長から地区代表への挨拶等を行っているが、依然として要請数が少ない状況
である。

本事業は、各地域、集落の維持及び活性化のために必要な事業であり、引き続き地域の実状に即した各種
助成制度の運用が必要である。また、地域によっては高齢化や人口減少により環境整備事業などの実施が
厳しくなった箇所もある。各種制度事業の更なる効果的な運用及び各地域の実態把握のため、各支所、出
張所、公民館との定期連絡会を継続し、情報共有及び必要な対策を検討する。 財

源
内
訳　地域と行政との連携の重要性がわかる事業であり、今後も継続する必要があります。特に集落地域活性

化事業は地区にとって必要性は高いものと判断します。
　地域担当職員制度は、制度内容と地区が考える担当職員の役割とが釣り合っていないのではないでしょ
うか。要請実績が少ないことからも、制度の必要性を含めて制度内容を見直すべきことが必要と感じま
す。

実
績
値

集落地域活性化事業補助金
申請団体：94地区　32,129千円
 （内容）環境整備活動、交流会
　　　　防災学習会、備品整備等
宝くじ助成事業助成金
　実施数：1団体 1,300千円
 （内容）PC他ｺﾐｭﾆﾃｨ活動備品
地区集会施設整備事業
　実施数：1地区 1,485千円
　（内容）集会所の下水道接続
コミュニティ施設等整備費補助金
　実施数：6地区 4,415千円
 （内容）集会所の修繕
まちづくり支援事業補助金
　新規応募件数 1件 
　新規採択件数 1件   101千円
　継続事業件数 3件 1,079千円

【その他】
地域担当職員要請地区：6地区
協働のまちづくり支援事業実施
数：1件
大久交流センター定期利用：3団体

自治会等へ集落維持及びコミュニティ活動、分館活動活性化のための各
種補助金を交付するとともに、集会所整備への支援を行う。
（地区活動への補助）集落地域活性化事業補助金、宝くじ助成事業
（集会所整備）コミュニティ施設等整備費補助金
　　　　　　　地区集会施設整備事業
（まちづくりに取り組む団体への補助）まちづくり支援事業

・各種支援制度について、社会情勢や地域の実
態を加味し、随時見直しを行う。
・大久交流センターの利用促進を行う。
・引き続き地域担当職員制度について制度周知
を行う。



 

地域振興課

政策企画係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 地域コミュニティ推進事業 担当

整理
番号

地-5

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
集落地域活性化事業補助金
　95地区対象

集落地域活性化事業補助金
　95地区対象

集落地域活性化事業補助金
　95地区対象

集落地域活性化事業補助金
　95地区対象

集落地域活性化事業補助金
　95地区対象

35,100 千円 35,100 千円 35,100 千円 35,100 千円 35,100 千円

宝くじ助成事業助成金
　南方自治会

宝くじ助成事業助成金
　中村区

宝くじ助成事業助成金
　1件

宝くじ助成事業助成金
　1件

宝くじ助成事業助成金
　1件

1,400 千円 2,500 千円 2,500 千円 2,500 千円 2,500 千円

コミュニティ施設等整備費補助金
　3/4補助　
　朝日ヶ丘集会所      412千円
　釜集会所　　        650千円
　雨来集会所　        396千円
　歌木地区集落ｾﾝﾀｰ    655千円
　津戸集会所　      　577千円

コミュニティ施設等整備費補助金
　3/4補助
　原田中央集会所  　833千円
　災害時緊急補助1件 750千円

コミュニティ施設等整備費補助金
　3/4補助
　5地区 　　　　　3,250千円
　災害時緊急補助1件 750千円

コミュニティ施設等整備費補助金
　3/4補助
　5地区 　　　　　3,250千円
　災害時緊急補助1件 750千円

コミュニティ施設等整備費補助金
　3/4補助
　5地区 　　　　　3,250千円
　災害時緊急補助1件 750千円

2,690 千円 1,583 千円 4,000 千円 4,000 千円 4,000 千円

地区集会施設整備事業
　有木集会所下水道接続及び壁改修

地区集会施設整備事業
　港町集会所　10,010千円
　岬町集会所　 3,707千円

地区集会施設整備事業
　1地区

地区集会施設整備事業
　1地区

地区集会施設整備事業
　1地区

12,430 千円 13,717 千円 2,500 千円 2,500 千円 2,500 千円

（Plan）
まちづくり支援事業補助金
9/10補助　継続2件

まちづくり支援事業補助金
9/10補助　継続1件

400 千円 1,000 千円 千円 千円 千円

その他
　小さな拠点の活用検討
　協働のまちづくり支援事業

その他
　小さな拠点の活用検討
　協働のまちづくり支援事業

その他
　小さな拠点の活用検討
　協働のまちづくり支援事業

その他
　小さな拠点の活用検討
　協働のまちづくり支援事業

その他
　小さな拠点の活用検討
　協働のまちづくり支援事業

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 52,020 千円 事　業　費 53,900 千円 事　業　費 44,100 千円 事　業　費 44,100 千円 事　業　費 44,100 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 47,400 千円 起　債 47,800 千円 起　債 40,900 千円 起　債 40,900 千円 起　債 40,900 千円

特　定 4,507 千円 特　定 5,929 千円 特　定 3,125 千円 特　定 3,125 千円 特　定 3,125 千円

一般財源 113 千円 一般財源 171 千円 一般財源 75 千円 一般財源 75 千円 一般財源 75 千円

① 14件 ④ ① 14件 ④ ① 14件 ④ ① 14件 ④ ① 14件 ④

② 2地区 ⑤ ② 3地区 ⑤ ② 3地区 ⑤ ② 3地区 ⑤ ② 3地区 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

政策企画係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① 地域提案型事業の応募件数（KPI） 25件（累計）

② 「小さな拠点づくり」に取り組む地区数（KPI） 3地区

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 蛸木集会所整備事業 担当
整理
番号

地-7

地域の区・自治会等の自治組織が行うコミュニティ活動の拠点施設を整
備することで、コミュニティ及び分館活動等の促進を図り、当該地域の
維持、活性化を図る。基　本　施　策 2.地域コミュニティのつながりと活力を育みます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

令和6年度に工事設計を行う。

工事設計については、蛸木地区の実情やニーズに即したものにする。

現在の蛸木集会所は昭和48年の建築で、築52年を経過している。老朽化が著しく、近年、一部に雨漏りが
生じている。地区としては数年前より新集会所の建設を望んでおり、令和5年度に建設に係る要望書の提
出あり。令和6年度に工事設計を行い、令和7年度に建設工事を実施する。

財
源
内
訳

実
績
値

※令和6年度、7年度事業

蛸木集会所　令和6年度　設計業務委託
　　　　　　令和7年度　建設工事
　　　　　　　　　　　 工事監理業務委託



 

地域振興課

政策企画係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 蛸木集会所整備事業 担当

整理
番号

地-7

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
蛸木集会所整備事業
　木造平屋建て　167㎡　
　設計業務委託料　一式　2,904千円

蛸木集会所整備事業
　木造平屋建て　167㎡　
　建設工事費　　一式　78,100千円
　監理業務委託料　一式　 935千円

2,904 千円 79,035 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 2,904 千円 事　業　費 79,035 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 2,900 千円 起　債 75,200 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 3,800 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 4 千円 一般財源 35 千円 一般財源 千円 一般財源 千円 一般財源 千円

① 14件 ④ ① 14件 ④ ① ④ ① ④ ① ④

② 2地区 ⑤ ② 3地区 ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

中出張所

地域振興係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 1

① 地域提案型事業の応募件数 25件

② 「小さな拠点づくり」に取り組む地区数 3件

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 669 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 669 千円

① 4件 ④

② 0件 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 中地域振興事業 担当
整理
番号

中-2

　地域振興事業補助金を活用し、地域課題や行政課題を自ら解決しよう
とする公益的な事業について団体と町が協働で実施することにより、町
民主体のまちづくりを推進することを目的とする。また、中地区の課題
解決等に資するその他事業についても随時実施を検討し、住みやすい地
域づくりを目指す。

基　本　施　策 2.地域コミュニティのつながりと活力を育みます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

住民提案型協働事業については6件を採択実施し、施設の利用促進や地域課題を解決する担い手の育成に
もつながっている。

　中地区では、活用の余地が残る地域資源が多数存在しているが、地域活性化に活かしきれていない。ま
た、高齢化率が50%を超える状況のなかでも、地域に活力を与える取り組みを企画実施する担い手の育成
も課題となっている。

　官民の連携などによる地域活性化や担い手の育成を進めるにあたり本事業は必要である。今後も、町
HP・広報誌等を使った事業のPRを行うとともに、SNS等の活用による情報発信方法や公民館事業との連携
を検討するなど、本事業を通じ住みよい地域づくりを進めていく。また、中出張所等複合庁舎の新築及び
にそれ伴う施設跡地利用も併せ、更なる地域課題の解決･振興につなげる必要もある。 財

源
内
訳

実
績
値

●住民提案型協働事業
　採択事業数：4事業　430千円
　（内容）さき織を通じたふれあい
交流事業、ものづくり学校を活用し
たしま猫保護事業、無人市･ライト
アップ事業
●地域振興事業
　中地区開催イベント時使用機材購
入、照明器具、ドラム延長コード、
投げ餅　　　
　事業費：239千円

・住民提案型協働事業
　隠岐の島ものづくり学校等を拠点として地域課題や行政課題を自ら解
決しようとする公益的な事業の提案を募集し、採択した事業について団
体と町が協働で実施する事業費に対し、最大15万円を町が負担する。
　事業費　@150千円×7件≒1,000千円（最大）　　
・その他事業
　中村地域の地域振興に資する事業について随時検討実施する。　　　　　

住民提案型協働事業については、過去3か年の実
施状況や成果を精査し、事業の改善に努めると
ともに、今後の事業継続等を判断する。その他
事業については、地域課題の吸い上げによる、
効果的な事業実施に努める。



 

中出張所

地域振興係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 中地域振興事業 担当

整理
番号

中-2

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金

1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 1,000 千円 事　業　費 1,000 千円 事　業　費 1,000 千円 事　業　費 1,000 千円 事　業　費 1,000 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円

① 22件（累計） ④ ① 26件（累計） ④ ① 30件（累計） ④ ① 34件（累計） ④ ① 40件（累計） ④

② 1地区 ⑤ ② 1地区 ⑤ ② 1地区 ⑤ ② 1地区 ⑤ ② 1地区 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

定住推進係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

地域公共交通計画推進事業

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 9

① 地域公共交通の利用者数（KPI） 91,000人/年

② バス・タクシーの運転手数（KPI予定） 44人

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 88,876 千円

国補助 千円

県補助 17,542 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和４年度評価済 起　債 千円

特　定 1,213 千円

一般財源 70,121 千円

① 72,206人/年 ④

② 43人 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 生活バス路線対策事業 担当
整理
番号

地-13

路線バス、町営バス及びデマンドタクシーの運行経費を支援すること
で、移動困難者に対しての公共交通サービスの確保を図る。

基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町　地域公共交通計画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

路線バス等の運行経費を支援することで、移動困難者に対しての公共交通サービスを確保することができ
た。令和2年度に策定した「隠岐の島町地域公共交通計画」に基づき令和5年度は路線バスの循環線及び西
郷港線を統合することで、運行を効率化し役場庁舎と隠岐病院のアクセス数を増やした。

公共交通機関でカバーしきれていない集落が存在し、利用者のニーズに応じた路線バスの運行経路及びダ
イヤとなっていない。また、路線バスの行先や運賃が分かりにくく町民及び来島者にとって利用しにく
い。バス及びタクシー運転手の高齢化に伴い運転手数が減少傾向となっていることも、公共交通の維持の
観点から対策が必要となる。

本事業は、公共交通サービスを維持していくために必要である。より良い公共交通サービスとなるよう、
「隠岐の島町地域公共交通計画」に沿ってサービスを見直す必要がある。一方、公共交通サービスを支え
る人員（運転手）不足が深刻な問題となっているため、事業者の人員確保に対する支援を検討する。人員
不足により路線の維持が困難になった場合は路線の統合や見直しにて対応する。 財

源
内
訳　公共交通サービスの提供は、移動困難者にとって重要なものでありますが、高齢化が進む中、多くの課

題を抱えた事業でもあります。町民のニーズを把握し、乗客を増やすための事業展開を図るべきではない
でしょうか。また、運営費のコスト削減、観光業等の他分野と連携した仕組みづくりの検討が必要と考え
ます。関係部署と連携し、持続可能な事業運営を推進して下さい。

実
績
値

廃止路線代替バス運行費補助金
　　　　　　　　　68,883千円

町営バス・デマンドタクシー
運行委託          16,543千円
　町営バス利用者数
　　　　　　　　　　2,266人
　デマンドタクシー利用者数
　　　　　　　　　　1,532人

地域公共交通計画推進業務委託料
　　　　　　　　　2,420千円

隠岐の島町公共交通事業者に対する
燃料費高騰緊急対先事業
　　　　　　　　　　1,030千円

地域住民の日常生活を支える交通手段として路線バス、町営バス及びデ
マンドタクシーを運行し、移動困難者の交通手段を確保する。

令和2～6年が期間である「隠岐の島町地域公共
交通計画」が今年度で終了となるが、計画内の
実施事業のうち未達成のものが多いため、計画
を令和9年度まで延長する。
令和7年度完成予定の中出張所新庁舎にバス停を
設置するため、運用体制について路線バス事業
者と協議のもと決定する。また、路線バス事業
者より乗降実績のないバス停の廃止について要
望があったため、合わせて令和7年度実施に向け
て調整する。
上記バス停変更の完了により、予定されている
路線見直しは終了するため、新たに公共交通総
合時刻表を作成する。



 

地域振興課

定住推進係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 生活バス路線対策事業 担当

整理
番号

地-13

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
廃止路線代替バス運行費補助金 廃止路線代替バス運行費補助金 廃止路線代替バス運行費補助金 廃止路線代替バス運行費補助金 廃止路線代替バス運行費補助金

68,883 千円 65,000 千円 65,000 千円 65,000 千円 65,000 千円

町営バス・デマンドタクシー
運行委託料

町営バス・デマンドタクシー
運行委託料

町営バス・デマンドタクシー
運行委託料

町営バス・デマンドタクシー
運行委託料

町営バス・デマンドタクシー
運行委託料

16,207 千円 16,000 千円 16,000 千円 16,000 千円 16,000 千円

地域公共交通計画推進事業委託料
・公共交通計画の期間延長
・五箇デマンドバスの実績集計・改善
・公共交通総合時刻表の作成

地域公共交通計画推進事業委託料
（概算）

地域公共交通計画推進事業委託料
（概算）

地域公共交通計画推進事業委託料
・第2次地域公共交通計画策定業務

地域公共交通計画推進事業委託料
（概算）

3,960 千円 4,300 千円 4,300 千円 6,825 千円 4,300 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 89,050 千円 事　業　費 85,300 千円 事　業　費 85,300 千円 事　業　費 87,825 千円 事　業　費 85,300 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 15,280 千円 県補助 15,000 千円 県補助 15,000 千円 県補助 15,000 千円 県補助 15,000 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 1,719 千円 特　定 1,784 千円 特　定 1,784 千円 特　定 2,625 千円 特　定 1,784 千円

一般財源 72,051 千円 一般財源 68,516 千円 一般財源 68,516 千円 一般財源 70,200 千円 一般財源 68,516 千円

① 91,000/年 ④ ① 91,000/年 ④ ① 91,000/年 ④ ① 91,000/年 ④ ① 91,000/年 ④

② 44人 ⑤ ② 44人 ⑤ ② 44人 ⑤ ② 44人 ⑤ ② 44人 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

土木係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち 道路維持管理事業

　　測量設計業務　　　　2件

3,120千円

　　道路修繕工事 　　　13件

7.808千円

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 2 目 1

① 補修を要する舗装延長の補修率(KPI) 30%

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 10,928 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 10,928 千円

① 9.57% ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 道路維持管理事業 担当
整理
番号

建-1

　町が管理する道路施設の維持･修繕工事等を実施し、施設更新費用の軽
減を図るとともに、安全対策工事等を施工することにより、安全安心な
道路網の整備を図る。基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　経年劣化により町内いたるところで、道路構造物の損傷が見られる。小規模な補修及び安全施設整備工
事について本事業で対応しており、安全安心な道路網の整備を行っている。また、令和5年度より道路上
に張り出し又は交通に支障を及ぼすおそれのある立竹木等の伐採を行っている。

　修繕が必要な道路箇所等が年々増加傾向である。また、道路に張り出した枝や暴風等により道路上に倒
木のおそれがある立竹木等が重要路線に多数あり、道路利用者の通行の安全を害している。

　道路利用者の安全性を確保するため、必要な事業である。

財
源
内
訳

実
績
値

・道路維持修繕工事
道路側溝・安全施設（ガードレール・カーブミラー等）の修繕、小規模
な舗装修繕等
・道路通行支障木伐採業務
通学路・観光道路・その他町道（幹線道路等）で車両通行時に支障とな
る立木、枝葉等の伐採撤去（22路線　L=13.6km）

緊急性が高い箇所から順次修繕していく。



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 道路維持管理事業 担当

整理
番号

建-1

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
道路維持管理工事費
　　道路維持修繕工事　　　9件

道路維持管理工事費
　　道路維持修繕工事　　　10件

道路維持管理工事費
　　道路維持修繕工事　　　10件

道路維持管理工事費
　　道路維持修繕工事　　　10件

道路維持管理工事費
　　道路維持修繕工事　　　10件

3,000 千円 3,000 千円 3,000 千円 3,000 千円 3,000 千円

道路通行支障木伐採業務
　　観光道路　　　　7路線
　　その他町道　　 11路線

30,000 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 33,000 千円 事　業　費 3,000 千円 事　業　費 3,000 千円 事　業　費 3,000 千円 事　業　費 3,000 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 33,000 千円 一般財源 3,000 千円 一般財源 3,000 千円 一般財源 3,000 千円 一般財源 3,000 千円

① 30% ④ ① 13% ④ ① 15% ④ ① 20% ④ ① 24% ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

土木係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち 中町中条線道路改良事業

（城北町工区）

・道路側溝整備工事

・設計書作成業務

・取付道測量設計業務

【事業概要】 ・営業補償費

9,837千円

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 2 目 2 宮の前西町線道路改良事業

① 補修を要する舗装延長の補修率（KPI） 30% （下西工区）

② ・道路改良工事

③ ・建物事前調査業務

④ ・設計書作成業務

⑤ 54,407千円

⑥ （西町工区）

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action） ・道路改良工事（令和6年度に一部
繰越）【①.事業の成果・進捗状況】 ・建物事前調査

・交差点改良測量設計業務

・設計書作成業務

31,657千円

西郷3号線道路改良事業

【②.事業の課題】 ・用地費（令和6年度に一部繰越）

3,850千円

西郷88号線道路改良事業

・建物再算定業務

・用地費（令和6年度に繰越）

【③.事業の必要性・今後の方向性】 ・補償費（令和6年度に一部繰越）

23,525千円

実　績　額 129,252 千円

国補助 86,286 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 42,900 千円

特　定 千円

一般財源 66 千円

① 9.57% ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 通学路安全対策整備事業 担当
整理
番号

建-2

　「隠岐の島町通学路交通安全プログラム」における合同点検結果に基
づき、通学路の要対策箇所について整備し、安心・安全な通学路の整備
を行う。基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

本事業により、小、中学生の交通事故を防ぐため、道路の拡幅、歩道の整備、側溝の修繕等を行い、子ど
もが安心して通学できる環境整備を継続的に行っている。西郷88号線道路改良事業においては、拡幅工事
に向けて、用地取得を進めることができた。

一部路線において、用地交渉が難航しているところがある。

通学路の安全確保は国の重点課題となっており、本町においても必要な事業であることから、今後も歩道
の整備、道路の拡幅を行なう。

財
源
内
訳

実
績
値

・現道拡幅、歩道設置工事
〔中町中条線、西郷88号線、西郷3号線、宮の前西町線(下西工区)〕
・側溝修繕、カラー舗装工事
〔宮の前西町線(西町工区)、西郷143号線外(港町工区)、中町神米線外
　(東町工区)〕
・現道拡幅工事
〔磯236号線(下西工区)〕
・測量調査設計業務〔全路線〕
・用地及び補償費〔全路線〕

通学路の整備について、各事業毎に早期完成を
目指すため、発生する問題点を早急に解決す
る。
各事業の進捗状況を踏まえ、年度間調整を行っ
ていく。



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 通学路安全対策整備事業 担当

整理
番号

建-2

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
中町中条線道路改良事業(城北町)
一本橋橋梁更新(2期)工事　L=40m
設計書作成業務　　　　　　　1式
補償費算定業務　　　　　　　1式
補償費　　　　　　　　　　　1式

中町中条線道路改良事業(城北町)
一本橋橋梁更新(3期)工事　L=40m
補償費　　　　　　　　　　　1式

中町中条線道路改良事業(城北町)
道路改良(舗装)工事　L=140m

103,500 千円 40,000 千円 65,000 千円 千円 千円

宮の前西町線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=80m
設計書作成業務　　　　　　　1式

宮の前西町線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=80m

宮の前西町線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=150m

宮の前西町線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=200m

30,100 千円 千円 30,000 千円 40,000 千円 50,000 千円

西郷88号線道路改良事業(西町)
道路改良工事　　　　　　　L=120m
電柱支障移転補償費　　      1式

西郷88号線道路改良事業(西町)
道路改良工事　　　　　　　L=80m
電柱支障移転補償費　　      1式

西郷88号線道路改良事業(西町)
道路改良工事　　　　　　　L=80m

53,000 千円 50,000 千円 50,000 千円 千円 千円

西郷3号線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=200m

西郷3号線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=200m

千円 50,000 千円 50,000 千円 千円 千円

（Plan）

宮の前西町線道路改良事業(西町)
道路改良工事　L=50m
用地補償費　1式

宮の前西町線道路改良事業(西町)
道路改良工事　L=100m

宮の前西町線道路改良事業(西町)
道路改良工事　L=100m

千円 20,000 千円 千円 40,000 千円 40,000 千円

新)西郷143号線外道路改良事業(港町)
測量調査設計業務　L=850m

西郷143号線外道路改良事業(港町)
測量調査設計業務　L=850m

千円 千円 千円 8,000 千円 8,000 千円

新)磯236号線道路改良事業(下西)
測量調査設計業務　L=300m

磯236号線道路改良事業(下西)
道路改良工事　L=150m

千円 千円 千円 8,000 千円 21,000 千円

事　業　費 186,600 千円 事　業　費 160,000 千円 事　業　費 195,000 千円 事　業　費 96,000 千円 事　業　費 119,000 千円

国補助 121,240 千円 国補助 112,000 千円 国補助 136,500 千円 国補助 67,200 千円 国補助 83,300 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 65,100 千円 起　債 48,000 千円 起　債 58,500 千円 起　債 28,800 千円 起　債 35,700 千円

特　定 222 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 38 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円

① 30% ④ ① 13% ④ ① 15% ④ ① 20% ④ ① 24% ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

土木係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 2 目 2

① 補修を要する舗装延長の補修率（KPI） 30%

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 地域密着道路整備事業 担当
整理
番号

建-4

　地域の生活に密着した町道を整備することによって、公共施設と主要
路線へのアクセスや通勤・通学の通行環境の向上、地域間の交流の円滑
化を図り、生活の利便性の向上を図る。基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

那久41号線道路改良事業において、県道西郷都万郡線改良事業（バイパス）の工事進捗に併せ現地着手の
開始年度の調整を行い、令和4年度までに用地の先行取得を行っている。

地区から主要道路までの路線で、見通しの悪い路線や道路幅が狭く車両の通行性が悪い路線があるので、
早急に現地着手する必要がある。

今後も、地域に密着した路線の整備を進める。

財
源
内
訳

実
績
値

令和5年度実績なし

地域密着道路整備事業
・測量調査設計業務
・道路改良工事
　〔那久41号線L=730ｍ、代14号線L=1500m、西田箕浦線L=820m〕
・用地及び補償費

過年度において、島内施工業者数に限りがある
ことから災害復旧事業を優先し、本事業では道
路用地の先行取得に努めた。令和5年度において
も、令和3年発生の災害復旧工事が多数あること
から令和7年度より事業の再開を行うこととし
た。



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 地域密着道路整備事業 担当

整理
番号

建-4

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
那久41号線道路改良事業
用地補償　1式

那久41号線道路改良事業
道路改良工事　L=200m

那久41号線道路改良事業
道路改良工事　L=200m

那久41号線道路改良事業
道路改良工事　L=200m

千円 5,000 千円 30,000 千円 30,000 千円 30,000 千円

代14号線道路改良事業
道路改良工事　L=500m

代14号線道路改良事業
道路改良工事　L=500m

代14号線道路改良事業
道路改良工事　L=500m

千円 20,000 千円 20,000 千円 20,000 千円 千円

西田箕浦線道路改良事業
道路改良工事　L=200m

西田箕浦線道路改良事業
道路改良工事　L=200m

千円 千円 千円 30,000 千円 30,000 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 0 千円 事　業　費 25,000 千円 事　業　費 50,000 千円 事　業　費 80,000 千円 事　業　費 60,000 千円

国補助 千円 国補助 17,500 千円 国補助 35,000 千円 国補助 56,000 千円 国補助 42,000 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 7,500 千円 起　債 15,000 千円 起　債 24,000 千円 起　債 18,000 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円 一般財源 0 千円

① 30% ④ ① 13% ④ ① 15% ④ ① 20% ④ ① 24% ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

土木係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち 橋梁点検事業

・橋梁点検診断　　　　72橋

7,895千円

西郷145号線愛の橋架替事業 トンネル点検診断

・トンネル点検診断　　　4本

【事業概要】 12,853千円

西郷145号線愛の橋架替事業

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 2 目 2 ・詳細設計業務　　　　　1式

① 長寿命化計画に基づく橋梁の維持補修件数（KPI） 22橋 ・建物事前調査業務　　　1式

② 長寿命化計画に基づくトンネルの維持補修件数（KPI） 7本 ・仮桟橋調査設計業務　　1式

③ 50,396千円

④ 橋梁長寿命化事業

⑤ ・橋梁修繕工事　　　　　2橋

⑥ ・橋梁修繕設計業務　　　9橋

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action） 42,770千円

【①.事業の成果・進捗状況】 トンネル長寿命化事業

・トンネル修繕工事　　　1本

・トンネル修繕設計業務　3本

33,415千円

事務費

【②.事業の課題】 5,981千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 153,310 千円

国補助 95,263 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 51,400 千円

特　定 千円

一般財源 6,647 千円

① 19橋 ④

② 5本 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 道路構造物維持管理推進事業 担当
整理
番号

建-5

　町道における橋梁及びトンネルについて点検を行い、修繕が必要とさ
れる施設について、計画的に修繕を実施し、施設の長寿命化とコスト縮
減を図る。基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

橋梁及びトンネル点検の結果、修繕等が新たに必要となった施設があり、長寿命化計画に反映できた。
愛の橋架替事業においては、河川管理者と協議を行いながら詳細設計を進めている。

高さのある橋梁、トンネルは特殊車両による点検が必要なため、外注しなければならず、財政的負担が大
きい。
愛の橋掛替事業においては、現場が住宅密集地に位置しており、周辺家屋への影響を最小限に抑えるため
の工法選択により事業費の増大が懸念される。

本町において橋梁・トンネルといったインフラ施設は住民の日常生活と密接にかかわっており、本事業に
より老朽化が問題視されている施設の長寿命化を行うことは、住民の安全を確保するうえで必要な事業で
あると考えられる。

財
源
内
訳

実
績
値

橋梁点検、トンネル点検事業
・橋梁、トンネル点検診断業務（5年毎に実施）
橋梁架替事業
・西郷145号線愛の橋架替事業（橋梁延長L=47.0m）
橋梁長寿命化事業
・修繕設計業務、修繕工事
トンネル長寿命化事業
・修繕設計業務、修繕工事

引き続き橋梁及びトンネル点検を実施し、その
結果により、修繕計画を適宜見直し施設の長寿
命化とコスト縮減を図る。また、愛の橋掛替事
業においては、令和4年度より詳細設計を行って
おり、令和12年度完成を目指す。



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 道路構造物維持管理推進事業 担当

整理
番号

建-5

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
橋梁点検事業
　　橋梁点検診断　　　　　　79橋

橋梁点検事業
　　橋梁点検診断　　　　　119橋

橋梁点検事業
　　橋梁点検診断　　　　　59橋

橋梁点検事業
　　橋梁点検診断　　　　　47橋

橋梁点検事業
　　橋梁点検診断　　　　　62橋

9,500 千円 14,000 千円 7,000 千円 6,000 千円 7,500 千円

トンネル点検事業
　　トンネル点検診断　　　　 3本

トンネル点検事業
　　トンネル点検診断　　　　 2本

トンネル点検事業
　　トンネル点検診断　　　　 3本

トンネル点検事業
　　トンネル点検診断　　　　 4本

トンネル点検事業
　　トンネル点検診断　　　　 2本

9,000 千円 6,000 千円 9,000 千円 12,000 千円 6,000 千円

西郷145号線愛の橋架替事業
　　仮設係留施設設計業務　　 1式

西郷145号線愛の橋架替事業
　　仮設係留施設整備　　 1式

西郷145号線愛の橋架替事業
　　旧橋撤去、作業用仮設架台設置

西郷145号線愛の橋架替事業
　　右岸側（橋台工、橋脚工）

西郷145号線愛の橋架替事業
　　左岸側（橋台工、橋脚工）

18,000 千円 150,000 千円 350,000 千円 350,000 千円 350,000 千円

橋梁長寿命化事業
　　橋梁修繕設計　　　　　　 2橋
　　橋梁修繕工事　　　　　　 3橋

橋梁長寿命化事業
　　橋梁修繕工事　　　　　　 3橋

橋梁長寿命化事業
　　橋梁修繕工事　　　　　　 2橋

橋梁長寿命化事業
　　橋梁修繕工事　　　　　　 4橋

橋梁長寿命化事業
　　橋梁修繕工事　　　　　　 3橋

40,500 千円 12,000 千円 18,000 千円 10,000 千円 18,000 千円

（Plan）

トンネル長寿命化事業
　　トンネル修繕設計　　　　 1本
　　トンネル修繕工事　　　　 2本

トンネル長寿命化事業
　　トンネル修繕設計　　　　 2本
　　トンネル修繕工事　　　　 1本

トンネル長寿命化事業
　　トンネル修繕工事　　　　 2本

トンネル長寿命化事業
　　トンネル修繕工事　　　　 2本

トンネル長寿命化事業
　　トンネル修繕工事　　　　 2本

23,000 千円 22,000 千円 20,000 千円 28,000 千円 28,000 千円

事務費

3,200 千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 103,200 千円 事　業　費 204,000 千円 事　業　費 404,000 千円 事　業　費 406,000 千円 事　業　費 409,500 千円

国補助 66,850 千円 国補助 142,800 千円 国補助 282,800 千円 国補助 284,200 千円 国補助 286,650 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 30,400 千円 起　債 55,200 千円 起　債 116,400 千円 起　債 116,400 千円 起　債 118,800 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 5,950 千円 一般財源 6,000 千円 一般財源 4,800 千円 一般財源 5,400 千円 一般財源 4,050 千円

① 22橋 ④ ① 5橋 ④ ① 12橋 ④ ① 19橋 ④ ① 22橋 ④

② 7本 ⑤ ② 2本 ⑤ ② 4本 ⑤ ② 6本 ⑤ ② 6本 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

建設課

土木係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち 町単道路改良事業　　5事業

・中条199号線道路改良事業
（道路改良工事、測量調査等、用地補償）

（令和6年度に一部繰越）

73,737 千円

【事業概要】 ・久見1号線道路改良事業

（測量調査）

予　算　区　分 一般会計　 款 8 項 2 目 2 3,126 千円

① 補修を要する舗装延長の補修率（KPI） 30% ・蛸木1号線道路改良事業

② （測量調査等、補償費）

③ 13,400 千円

④ ・西郷238号線道路改良事業

⑤ （道路改良工事、測量調査等、補償費）

⑥ 13,688 千円

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action） ・飯田地区緊急避難路道路整備事業

【①.事業の成果・進捗状況】 （道路改良工事、用地及び補償費）

17,874 千円

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 121,825 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 現状維持 令和６年度評価済 起　債 120,500 千円

特　定 千円

一般財源 1,325 千円

① 9.57% ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 町単道路改良事業 担当
整理
番号

建-6

　既存の道路の整備（拡幅工事・法面工事・側溝整備・舗装・避難路整
備工事等）や修繕を行い、道路の利便性や安全性の向上を図る。

基　本　施　策 3.島内をスムーズに移動できる交通環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

令和5年度は事業実施に必要とされる測量設計・用地の先行取得を優先的に行い、次年度の現地着手に向
けて成果を上げることができた。中条199号線においては、建設資材の品不足により、一部令和6年度に繰
越した。

町内全域において修繕等が必要な道路が年々増加しており、予算及びマンパワーが不足している状況であ
る。

本町において町道は重要なインフラ施設であることから、今後も町道における老朽化等の問題を解消して
いく。

財
源
内
訳　町民が安心して生活するうえで、インフラの整備はなくてはならない事業です。

　限られた予算内で、優先順位を決めるのは大変な苦労であると認識しています。緊急性を考慮しつつ、ほかにも多
く要望がある中で町民の理解を得るために、優先順位の根拠となるような資料を公開していくことをご検討くださ
い。例えば、ドローンなどのデジタルツールを活用し、道路状況をデータ化したものなどICTを活用した取組はいかが
でしょうか。町民から納得を得られるようなを計画の設定に努めてください。

実
績
値

町単道路改良事業
・測量設計業務
・道路改良工事
・災害防除工事
・道路舗装工事
・道路側溝改修工事
・避難路整備工事
・用地及び補償費

各路線の緊急性を考慮して、優先順位をつけて
順次整備工事を実施していく。また、令和3年8
月発生の豪雨災害の影響により、令和4年度に引
き続き令和5年度においても各事業の年度間調整
を行った。このことにより、蛸木1号道路改良事
業、飯田地区緊急避難路整備事業においては、
完成年度を１年先送りし、令和8年度完成を目指
す。



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 町単道路改良事業 担当

整理
番号

建-6

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
中条199号線道路改良事業
道路改良工事 L=425m
道路舗装工事 L=490m
排水路整備工事 L=70m

160,000 千円 千円 千円 千円 千円

飯田地区緊急避難路整備事業
環境調査業務 1式
道路改良工事 L=100m
用地費 A=1,398㎡
立木等補償費 1式

飯田地区緊急避難路整備事業
道路改良工事 L=130m
用地補償 1式

飯田地区緊急避難路整備事業
道路改良工事 L=120m
用地補償 1式

29,500 千円 32,000 千円 32,000 千円 千円 千円

蛸木1号線道路改良事業
道路改良工事 L=20m
用地費 A=1,398㎡
立木等補償 1式

蛸木1号線道路改良事業
道路改良工事　L=70m

蛸木1号線道路改良事業
道路改良工事 L=60m

11,500 千円 30,000 千円 30,000 千円 千円 千円

久見1号線道路拡幅事業
道路改良工事 L=30m

8,800 千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
岬空港線舗装改良事業
舗装改良工事 L=150m

岬空港線舗装改良事業
舗装改良工事 L=150m

岬空港線舗装改良事業
舗装改良工事 L=150m

岬空港線舗装改良事業
舗装改良工事 L=150m

岬空港線舗装改良事業
舗装改良工事 L=150m

10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円

東郷219号線冠水対策事業
測量設計 1式

東郷219号線冠水対策事業
冠水対策工事 1式

2,700 千円 15,000 千円 千円 千円 千円

新)西郷18号線災害防除事業
測量設計 L=90m

西郷18号線災害防除事業
災害防除工事 L=45m

西郷18号線災害防除事業
災害防除工事 L=45m

千円 3,300 千円 20,000 千円 20,000 千円 千円

新)西郷125号線法面整備事業
測量設計 L=50m

西郷125号線法面整備事業
法面整備工事 L=50m

千円 4,400 千円 25,000 千円 千円 千円

北方37号線道路改良事業
道路改良工事 L=230m

千円 35,000 千円 千円 千円 千円

新)西郷265号線道路擁壁改良事業
測量設計 L=40m

西郷265号線道路擁壁改良事業
道路擁壁改良工事 L=40m

千円 1,700 千円 10,000 千円 千円 千円

事
業
内
容



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 町単道路改良事業 担当

整理
番号

建-6

新)小路17号線道路改良事業
道路改良工事　L=20m

中町神米線災害防除事業(トンネル北)
災害防除工事 1式

中町神米線災害防除事業
災害防除工事 A=400㎡

中町神米線災害防除事業(トンネル南)
災害防除工事 1式

千円 2,000 千円 20,000 千円 20,000 千円 3,000 千円

新)中条163号線外側溝改修事業
側溝改修工事 L=94m

千円 千円 千円 5,000 千円 千円

新)中条173号線防護柵整備事業
防護柵整備工事 L=100m

千円 千円 千円 3,000 千円 千円

東郷山林線ガードレール整備事業
ガードレール設置工 L=76m

千円 千円 千円 12,000 千円 千円

下西西田線道路改良事業
測量設計 L=550m

下西西田線道路改良事業
道路改良工事 L=200m

千円 千円 千円 15,000 千円 30,000 千円

新)吉田名田線道路改良事業
舗装修繕工事 L=120m

吉田名田線道路改良事業
側溝整備工事 L=130m

千円 千円 千円 3,000 千円 7,000 千円

新)都万168号線舗装改良事業
舗装工事 L=75m

千円 千円 千円 3,000 千円 千円

新)東郷193号線防護柵設置事業
防護柵設置工事 L=30m

千円 千円 千円 2,000 千円 千円

新)中条264号線外災害防除事業
測量設計　1式

中条264号線外災害防除事業
災害防除工事　L=30m

千円 千円 千円 3,000 千円 12,000 千円

新)都万2号線災害防除事業
測量設計　1式

都万2号線災害防除事業
災害防除工事　L=22m

千円 千円 千円 3,500 千円 7,000 千円

新)南方36号線道路整備事業
測量設計　1式

南方36号線道路整備事業
道路改良工事　L=220m

千円 千円 千円 3,000 千円 21,000 千円

新)東郷地区緊急避難路整備事業
測量設計　1式

東郷地区緊急避難路整備事業
道路改良工事　L=110m

千円 千円 千円 6,000 千円 40,000 千円
新)西町上八尾地区緊急避難路整備事業
測量設計　1式

西町上八尾地区緊急避難路整備事業
道路改良工事　L=180m

千円 千円 千円 15,000 千円 35,000 千円



 

建設課

土木係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 町単道路改良事業 担当

整理
番号

建-6

新)都万188号線外舗装事業
舗装工事　L=1,190m

千円 千円 千円 8,000 千円 千円

新)苗代田1号線交差点改良事業
交差点改良工事　L=20m

千円 千円 千円 4,000 千円 千円

新)布施港湾線道路側溝修繕事業
道路側溝修繕工事　L=93m

千円 千円 千円 4,000 千円 千円

新)中条194号線舗装修繕事業
舗装工事　L=300m

千円 千円 千円 7,500 千円 千円

新)中条168号線道路改良事業
測量設計　1式

千円 千円 千円 千円 5,000 千円

新)東郷205号線道路改良事業
測量設計　1式

千円 千円 千円 千円 5,000 千円

新)代16号線災害防除事業
測量設計　1式

千円 千円 千円 千円 5,000 千円

新)井原31号線防護柵設置事業
測量設計　1式

千円 千円 千円 千円 2,000 千円

事　業　費 222,500 千円 事　業　費 133,400 千円 事　業　費 147,000 千円 事　業　費 147,000 千円 事　業　費 182,000 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 219,300 千円 起　債 118,000 千円 起　債 143,700 千円 起　債 130,000 千円 起　債 160,000 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 3,200 千円 一般財源 15,400 千円 一般財源 3,300 千円 一般財源 17,000 千円 一般財源 22,000 千円

① 30% ④ ① 13% ④ ① 15% ④ ① 20% ④ ① 24% ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値



 

方向性：

地域振興課

定住推進係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① UIターン者数（KPI） 250人/年

② つながり会員数（KPI予定） 250人/年

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 16,000 千円

国補助 千円

県補助 8,000 千円

【④.外部評価】 拡大 令和３年度評価済 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 8,000 千円

① 230人/年 ④

② 280人/年 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 UIターン促進住宅管理事業 担当
整理
番号

地-8

UIターン者及び若者のための住宅の確保及び管理を行うことで、定住人
口の促進・拡大を図る。

基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

当課所管のUIターン者及び若者のための住宅は、UIターン促進住宅5戸、空家改修住宅4戸、令和4年度か
ら供用開始した八田集合住宅（旧県教職員住宅）18戸である。若者定住集合住宅整備事業補助金を利用
し、令和3年度に2者が2棟10部屋を、令和4年度に1者が3棟6部屋を、令和5年度に1者が2棟4戸を新築し
た。

若者集合住宅整備事業補助金によって、新築の集合住宅の補助を実施していたが、需要が多く見込まれる
西郷地区での新築が多く、中村・布施地区、五箇地区、都万地区での新築へ繋がらなかった。島内に約
680戸存在する空家の利活用へ重点を置き、住宅不足の解消を図る。

住宅不足によりUIターン希望者を逃さないため、安定的な住宅供給を行う必要がある。令和5年度までは
若者定住集合住宅整備事業補助金の活用により、町内事業者による住宅建築（新築）を補助してきたが、
令和6年度以降は、島内に約680戸存在する空家を活用するための取組み（住宅改修補助）へシフトする。

財
源
内
訳島内人口を増やすことに直結する本事業は、持続可能なまちづくりを推進するうえで、町の最重要事業の一つである

と考えます。官民が連携して人口問題に取り組むなど、新たな仕組みづくりの検討も必要であると感じます。UIター
ン者だけでなく、若者が転出しないようにするためにも、住みやすい環境が整うように取り組んで頂きたいです。特
に、賃貸住宅は不足しているため、空き家対策と関連させるなど住宅確保については引き続き取り組む必要がありま
す。また、制度内容や手続きが移住定住者の弊害とならないようにして下さい。島で結婚推進事業は「出会いの場」
を提供するために、時代に合った手法で取り組んでいく必要があると感じます。

実
績
値

若者定住集合住宅整備事業補助金
　2棟（4戸）　　　　16,000千円

当課所管のUIターン者及び若者のための住宅の管理を行う。
町内事業者による若者定住集合住宅の整備を推進する。

若者定住集合住宅整備事業による新築住宅整備
を令和5年度までとし、UIターン者及び若者のた
めの定住住宅の供給体制については、空家活用
を主軸とした体制に移行する。空家活用に係る
補助制度の見直し・拡充する。



 

地域振興課

定住推進係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 UIターン促進住宅管理事業 担当

整理
番号

地-8

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
空家活用住宅（大久）修繕工事費
※民間空家の借上げ期間終了による

空家活用住宅（西・中町）修繕工事費
※民間空家の借上げ期間終了による

空家活用住宅（東町）修繕工事
※民間空家の借上げ期間終了による

千円 500 千円 1,000 千円 1,000 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 千円 事　業　費 500 千円 事　業　費 1,000 千円 事　業　費 1,000 千円 事　業　費 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円 一般財源 500 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 千円

① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④

② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

定住推進係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① 空家バンク登録数 50件/年

② 空地バンク登録数 15件/年

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 29,496 千円

国補助 11,341 千円

県補助 5,433 千円

【④.外部評価】 拡大 令和３年度評価済（定住対策事業） 起　債 11,400 千円

特　定 千円

一般財源 1,322 千円

① 64件/年 ④

② 11件/年 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 空家活用事業 担当
整理
番号

地-9

周辺環境や社会への影響が懸念される空家が近年地方で問題となってお
り、島内にも約680戸ほどの空家があるとされる。空家・空地バンクに登
録していただくことで、住宅を必要とする方への情報提供が可能とな
り、住宅供給が期待される。安心・安全な住環境づくり及び、空家の有
効活用による住宅不足の解消を目的とする。

基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画 隠岐の島町空家等対策計画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

令和5年度における空家・空地バンク登録数については、空家64件、空地11件であった。空家再生事業補
助金3件、空家改修事業補助金9件、クリーニング補助金26件の利用があった。

令和5年度末までの空家・空地バンク登録物件延べ239件のうち約60%の物件が成約しているが、築年数が
古い売買物件は成約に至らないまま残り続け、活用されず老朽化してきている。賃貸物件より売買物件の
登録が多く賃貸物件を求める需要の高さに対して、供給に乖離がある。

空家所有者は空家の利活用を課題としておりその一助となっている。空家バンク登録による改修補助やク
リーニング補助の利用で、賃貸・売買物件の状態が良好となり、成約が進むものと考える。また、隠岐の
島町ホームページに空家情報を都度更新することで最新の情報を提供するとともに、SDGsにも貢献するこ
とを強調した情報発信を行っており、空家活用の推進に寄与しているものと考える。 財

源
内
訳島内人口を増やすことに直結する本事業は、持続可能なまちづくりを推進するうえで、町の最重要事業の一つである

と考えます。官民が連携して人口問題に取り組むなど、新たな仕組みづくりの検討も必要であると感じます。UIター
ン者だけでなく、若者が転出しないようにするためにも、住みやすい環境が整うように取り組んで頂きたいです。特
に、賃貸住宅は不足しているため、空き家対策と関連させるなど住宅確保については引き続き取り組む必要がありま
す。また、制度内容や手続きが移住定住者の弊害とならないようにして下さい。島で結婚推進事業は「出会いの場」
を提供するために、時代に合った手法で取り組んでいく必要があると感じます。

実
績
値

空家・空地バンク登録調査手数料
　　68件　　　　　　 539千円

補助金
　空家再生事業補助金
　　　3件　　　　　14,467千円
　空家改修　
　　　9件　　　 　12,436千円
　空家クリーニング事業補助金
　　26件　　　　 　2,054千円　

空家・空地バンクの運用により、中古不動産の流通促進及び有効活用を
図る。
バンクに登録する空家所有者に対しハウスクリーニング等の補助を行い
利用を促進する。
バンクに登録した空家を賃貸物件とする場合において、改修補助等を行
い住宅供給を推進する。
地域活性化に資する空家住宅改修に対し、補助金を交付する。

令和5年度をもって新築住宅の整備補助を終了
し、空家等の活用を主軸とした体制に移行す
る。空家活用に係る補助制度の見直し・拡充の
ほか、空家・空地バンクの周知及び登録促進、
日々の相談対応などを通じ、定住の基盤づくり
を推進する。



 

地域振興課

定住推進係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 空家活用事業 担当

整理
番号

地-9

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
空家・空地バンク登録調査手数料　 空家・空地バンク登録調査手数料　 空家・空地バンク登録調査手数料　 空家・空地バンク登録調査手数料　 空家・空地バンク登録調査手数料　

501 千円 500 千円 500 千円 500 千円 500 千円

空家再生事業補助金 空家再生事業補助金 空家再生事業補助金 空家再生事業補助金 空家再生事業補助金

15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円 15,000 千円

空家改修事業補助金 空家改修事業補助金 空家改修事業補助金 空家改修事業補助金 空家改修事業補助金

7,500 千円 7,500 千円 7,500 千円 7,500 千円 7,500 千円

空家クリーニング事業補助金 空家クリーニング事業補助金 空家クリーニング事業補助金 空家クリーニング事業補助金 空家クリーニング事業補助金

2,500 千円 2,500 千円 2,500 千円 2,500 千円 2,500 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 25,501 千円 事　業　費 25,500 千円 事　業　費 25,500 千円 事　業　費 25,500 千円 事　業　費 25,500 千円

国補助 11,250 千円 国補助 11,250 千円 国補助 11,250 千円 国補助 11,250 千円 国補助 11,250 千円

県補助 4,000 千円 県補助 4,000 千円 県補助 4,000 千円 県補助 4,000 千円 県補助 4,000 千円

起　債 5,600 千円 起　債 10,000 千円 起　債 10,000 千円 起　債 10,000 千円 起　債 10,000 千円

特　定 4,651 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円 一般財源 250 千円 一般財源 250 千円 一般財源 250 千円 一般財源 250 千円

① 50件/年 ④ ① 50件/年 ④ ① 50件/年 ④ ① 50件/年 ④ ① 50件/年 ④

② 15件/年 ⑤ ② 15件/年 ⑤ ② 15件/年 ⑤ ② 15件/年 ⑤ ② 15件/年 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

定住推進係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

自宅改修事業

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① UIターン者数（KPI） 250人/年

② つながり会員数（KPI予定） 250人/年

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 20,352 千円

国補助 863 千円

県補助 1,872 千円

【④.外部評価】 拡大 令和３年度評価済（定住対策事業） 起　債 8,800 千円

特　定 千円

一般財源 8,817 千円

① 230人/年 ④

② 280人/年 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 UIターン支援事業 担当
整理
番号

地-10

移住・定住者の増加を図り、将来に渡っての人口減少を抑制し町の活性
化を図る。

基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

令和5年度のUIターン者数は230人と、前年より7人増となり、首都圏への人口流出傾向よる影響が懸念さ
れる中、横這いを維持する事ができた。令和5年度から都市部での移住相談に参加し、オンラインも含め
22名の相談を受けた。また、役場での対面・電話・Webによる移住相談は延べ26名、相談窓口委託先には
延べ12名の相談があった。

　移住希望者の相談内容としては住宅と就業・就労についてが多い。住宅についてはUIターン促進住宅管
理事業、空家活用事業で引き続き供給できるよう努める必要がある。就労・就業について、特に第一次産
業に興味を持つ方が多いが、ニーズに即した受け入れ態勢が不十分で、移住につながりにくい点が課題で
ある。

　隠岐の島町の将来に渡っての人口減少を抑制する観点から、今まで以上に移住促進とその後の定着率向
上を図る。移住希望者の様々なニーズに対応できるよう、関係機関との連携・情報共有が必要である。

財
源
内
訳島内人口を増やすことに直結する本事業は、持続可能なまちづくりを推進するうえで、町の最重要事業の一つである

と考えます。官民が連携して人口問題に取り組むなど、新たな仕組みづくりの検討も必要であると感じます。UIター
ン者だけでなく、若者が転出しないようにするためにも、住みやすい環境が整うように取り組んで頂きたいです。特
に、賃貸住宅は不足しているため、空き家対策と関連させるなど住宅確保については引き続き取り組む必要がありま
す。また、制度内容や手続きが移住定住者の弊害とならないようにして下さい。島で結婚推進事業は「出会いの場」
を提供するために、時代に合った手法で取り組んでいく必要があると感じます。

実
績
値

UIターン者推進補助事業
　ふるさと定住奨励金　
　　　　　　　　68件　5,250千円
　自宅改修事業　 2戸　3,000千円
　家賃補助事業　17件　2,560千円

　島留学生家賃支援事業　
　　　　　　　  5件　1,123千円

　わくわく島根移住支援金
　　　　　　　  1件  　600千円
　光ファイバー引込補助金
　　　　　　　  4件　　273千円
　任期終了協力隊起業支援補助金
　　　　　　　　5件　4,996千円

委託料
　移住定住ホームページ　238千円
　移住相談窓口　 　　 1,489千円
  移住定住ガイドブック作成
　　　　　　　　　　　　163千円

テレビ番組冠ルーヤ番組作成負担金
　　　　　　　　　　　　660千円

移住・定住に役立つ情報の発信や相談窓口の設置を通じて移住・定住を
促進する。
UIターン者のためのふるさと定住奨励金、賃貸住宅の家賃補助、自宅改
修費用により、移住初期費用等の負担軽減を図る。

移住定住相談窓口の業務委託を行い総合的な対
応をワンストップで行う。また、移住後のフォ
ローも行う。
移住定住に特化したホームページを作成・維持
を業務委託し、しスムーズかつ効果的な情報発
信を行う。
UIターン促進補助事業の見直し・拡充を行い、
実態に即した支援を目指す。



 

地域振興課

定住推進係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 UIターン支援事業 担当

整理
番号

地-10

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
ふるさと定住奨励金 ふるさと定住奨励金 ふるさと定住奨励金 ふるさと定住奨励金 ふるさと定住奨励金

5,500 千円 5,500 千円 5,500 千円 5,500 千円 5,500 千円

家賃補助事業 家賃補助事業 家賃補助事業 家賃補助事業 家賃補助事業

3,881 千円 3,800 千円 3,800 千円 3,800 千円 3,800 千円

自宅改修事業 自宅改修事業 自宅改修事業 自宅改修事業 自宅改修事業

4,750 千円 4,750 千円 4,750 千円 4,750 千円 4,750 千円

わくわく移住奨励金 わくわく移住奨励金 わくわく移住奨励金 わくわく移住奨励金 わくわく移住奨励金

2,600 千円 2,600 千円 2,600 千円 2,600 千円 2,600 千円

（Plan）島留学生家賃補助事業 島留学生家賃補助事業 島留学生家賃補助事業 島留学生家賃補助事業 島留学生家賃補助事業

1,920 千円 1,920 千円 1,920 千円 1,920 千円 1,920 千円

地域おこし協力隊企業支援補助金 地域おこし協力隊企業支援補助金 地域おこし協力隊企業支援補助金 地域おこし協力隊企業支援補助金 地域おこし協力隊企業支援補助金

1,000 千円 1,000 千円 3,000 千円 6,000 千円 千円

委託料（移住HP作成業務） 委託料（移住HP作成業務） 委託料（移住HP作成業務） 委託料（移住HP作成業務） 委託料（移住HP作成業務）

217 千円 300 千円 300 千円 300 千円 300 千円

委託料（移住相談窓口業務） 委託料（移住相談窓口業務） 委託料（移住相談窓口業務） 委託料（移住相談窓口業務） 委託料（移住相談窓口業務）

1,496 千円 1,489 千円 1,489 千円 1,489 千円 1,489 千円

隠岐の島町旧村地域Uターン同居・近居
移住支援事業

隠岐の島町旧村地域Uターン同居・近居
移住支援事業

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 21,364 千円 事　業　費 21,359 千円 事　業　費 23,359 千円 事　業　費 26,359 千円 事　業　費 20,359 千円

国補助 856 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 3,250 千円 県補助 3,250 千円 県補助 3,250 千円 県補助 3,250 千円 県補助 3,250 千円

起　債 15,400 千円 起　債 16,900 千円 起　債 18,900 千円 起　債 21,900 千円 起　債 15,900 千円

特　定 1,259 千円 特　定 1,200 千円 特　定 1,200 千円 特　定 1,200 千円 特　定 1,200 千円

一般財源 599 千円 一般財源 9 千円 一般財源 9 千円 一般財源 9 千円 一般財源 9 千円

① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④

② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤ ② 250人/年 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

定住推進係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① 出会いの場の創出 4回/年

② 結婚組数 30組/年

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 200 千円

国補助 千円

県補助 100 千円

【④.外部評価】 拡大 令和３年度評価済（定住対策事業） 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 100 千円

① 1回/年 ④

② 36組/年 ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 島で結婚推進事業 担当
整理
番号

地-11

若者の定住促進及び結婚を望む者の出会いの場を創出し地域の活性化を
図る。

基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

しまね縁結びサポートセンターのマッチングシステム「しまコ」を令和3年11月から本庁舎内に設置した
が、利用者数は0人であった。島で結婚推進事業補助金はコロナ禍の影響か事業実施には至らなかった。

令和3年度で結婚祝い金事業を廃止したことに伴い、新たな結婚支援策を講じる必要がある。
マッチングシステム「しまコ」について幅広く知られていないため、周知方法を工夫する必要がある。ま
た、しまね縁結びサポートセンターとの連携や情報共有が必要と考える。

しまね縁結びサポートセンターと協働しながら結婚を望む男女の架け橋となる取組みが必要である。ま
た、結婚後は本町に定住・移住する仕掛けをつくり、人口減少の抑制を図る。

財
源
内
訳島内人口を増やすことに直結する本事業は、持続可能なまちづくりを推進するうえで、町の最重要事業の一つである

と考えます。官民が連携して人口問題に取り組むなど、新たな仕組みづくりの検討も必要であると感じます。UIター
ン者だけでなく、若者が転出しないようにするためにも、住みやすい環境が整うように取り組んで頂きたいです。特
に、賃貸住宅は不足しているため、空き家対策と関連させるなど住宅確保については引き続き取り組む必要がありま
す。また、制度内容や手続きが移住定住者の弊害とならないようにして下さい。島で結婚推進事業は「出会いの場」
を提供するために、時代に合った手法で取り組んでいく必要があると感じます。

実
績
値

島で結婚推進事業補助金
　1団体　　200千円
（10人参加、カップル3組成立）

本町での婚活イベント等の開催などで、結婚を望む独身男女の出会いの
場を創出する。

マッチングシステム「しまコ」の会員を増やす
ためホームページや広報等により周知を図る。
しまね縁結びサポートセンター及び縁結びボラ
ンティア「はぴこ」との連携を図り出会いの場
の創出に取り組む。令和6年度に向けて、新たな
結婚支援対策を検討する。



 

地域振興課

定住推進係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 島で結婚推進事業 担当

整理
番号

地-11

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
島で結婚推進事業補助金 島で結婚推進事業補助金 島で結婚推進事業補助金 島で結婚推進事業補助金 島で結婚推進事業補助金

200 千円 200 千円 200 千円 200 千円 200 千円

（新）需要調査
・町在住の未婚男女等へのアンケート実
施（関係人口も含めるかは要検討）
・R7年度以降の婚活イベントの内容検討
の材料とする。

（新）婚活イベントの実施
・町民対象
・飲み会、体験活動、身だしなみセミ
ナー、ハロウィンなどの行事に合わせて
・財源を探す

婚活イベントの実施
・参加実績等をもとに手法検討

婚活イベントの実施 婚活イベントの実施

千円 600 千円 600 千円 600 千円 600 千円

（新）結婚支援協賛団体の募集
・ちらし等事業所窓口設置協力店
・婚活イベント開催場所の協力店

結婚支援協賛団体の募集
・ちらし等事業所窓口設置協力店
・婚活イベント開催場所の協力店

結婚支援協賛団体の募集
・ちらし等事業所窓口設置協力店
・婚活イベント開催場所の協力店

結婚支援協賛団体の募集
・ちらし等事業所窓口設置協力店
・婚活イベント開催場所の協力店

結婚支援協賛団体の募集
・ちらし等事業所窓口設置協力店
・婚活イベント開催場所の協力店

千円 千円 千円 千円 千円

（新）婚活にかかる小冊子作製業務委託
・需要調査（アンケート）参考
・デートコース等の情報集め
・掲載内容の選定
・町内既婚者への取材

千円 千円 300 千円 千円 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 200 千円 事　業　費 800 千円 事　業　費 1,100 千円 事　業　費 800 千円 事　業　費 800 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 100 千円 県補助 100 千円 県補助 100 千円 県補助 100 千円 県補助 100 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 100 千円 一般財源 700 千円 一般財源 1,000 千円 一般財源 700 千円 一般財源 700 千円

① 4回/年 ④ ① 4回/年 ④ ① 4回/年 ④ ① 4回/年 ④ ① 4回/年 ④

② 30組/年 ⑤ ② 30組/年 ⑤ ② 30組/年 ⑤ ② 30組/年 ⑤ ② 30組/年 ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

地域振興課

定住推進係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① 関係人口カード発行累計 1,000枚

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 6,473 千円

国補助 96 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 拡大 令和３年度評価済（定住対策事業） 起　債 200 千円

特　定 千円

一般財源 6,177 千円

① 471枚 ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 関係人口創出事業 担当
整理
番号

地-12

 地域課題に多様な形態で関わる「関係人口」を創出し、隠岐の島町出身
者や「関係人口」の関わりしろを発信することで、移住・定住へつなげ
る。基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

関係人口の裾野は広く、地域課題の整理やその解決のため関係人口をどのように繋ぐのかという方法が見
出せないことから、関係人口の実例を踏まえ職員全体で学習会を行った。令和2年度に作成した、関係人
口となって頂いた方へ配布する「つながり会員カード」を令和4～5年度末に卒業する町内の高校生にも配
付した。また、定住推進体験事業補助金を1団体が利用し、15名の参加があった。

関係人口に何を求めるのかが課題と考える。関係人口が関われるような活動は町内に点在しているが、情
報発信を実施主体各々が行っているため、情報を求めている個人につながりにくい。関係人口の創出・拡
大に取り組むにあたっては、役場のみならず町民、事業者への周知及び情報提供が必要と考える。

関係人口創出・拡大のために、関わらぁや体験プロジェクト（つながり会員と隠岐UIターン者との交流事
業）を3ヶ年計画で実施予定（財源は離島活性化交付金を申請）。また、つながり創出プロジェクトを実
施。令和6年度より体制づくりのためのモデル事業として、町HP上にある「つながりどころ」を活用し情
報発信を行う。令和7年度以降は新たにポータルサイトを作成し、本運用を目標とする。 財

源
内
訳島内人口を増やすことに直結する本事業は、持続可能なまちづくりを推進するうえで、町の最重要事業の一つである

と考えます。官民が連携して人口問題に取り組むなど、新たな仕組みづくりの検討も必要であると感じます。UIター
ン者だけでなく、若者が転出しないようにするためにも、住みやすい環境が整うように取り組んで頂きたいです。特
に、賃貸住宅は不足しているため、空き家対策と関連させるなど住宅確保については引き続き取り組む必要がありま
す。また、制度内容や手続きが移住定住者の弊害とならないようにして下さい。島で結婚推進事業は「出会いの場」
を提供するために、時代に合った手法で取り組んでいく必要があると感じます。

実
績
値

地域おこし協力隊活動費（2名分）
　報酬等含む　　　　　6,273千円

定住推進体験事業補助金　200千円
　1団体　15名参加

隠岐の島町の情報発信や各種イベントで、隠岐の島町ファンやサポー
ターを獲得する。
隠岐の島町の課題に様々な形態で関われる仕組みをつくる。
一度は隠岐の島町を出た出身者や大学生等に対し統一の媒体による情報
発信を行い、隠岐の島町とのつながりを再構築・維持する。

 隠岐の島町と関係を持ちたいと考える方々に向
け、SNSやホームページで呼びかけを行う。
ふるさと島根定住財団が運営する「しまっ
ち！」に隠岐の島町と関わるプログラムを掲載
する。また、ウルトラマラソンなど隠岐を代表
するイベント等でブースを設置し、つながり会
員の申込みの機会を積極的に設ける。
隠岐の島町出身者や大学生を対象につながり創
出プロジェクトを実施し、隠岐での活動につい
て統一の媒体による情報発信及び企画調整を行
う。



 

地域振興課

定住推進係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 関係人口創出事業 担当

整理
番号

地-12

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
関係人口コーディネーター
（地域おこし協力隊）活動費

関係人口コーディネーター
（地域おこし協力隊）活動費

コーディネーター未定 コーディネーター未定 コーディネーター未定

4,451 千円 4,600 千円 千円 千円 千円

つながり創出コーディネーター
（地域おこし協力隊）活動費

つながり創出コーディネーター
（地域おこし協力隊）活動費

つながり創出コーディネーター
（地域おこし協力隊）活動費

コーディネーター未定 コーディネーター未定

4,452 千円 4,600 千円 4,600 千円 千円 千円

（新）関わらぁや体験プロジェクト
　　　しげさパレード衣装代

（新）関わらぁや体験プロジェクト
　　　つながり会員ツアー委託料

関わらぁや体験プロジェクト
　つながり会員ツアー委託料

関わらぁや体験プロジェクト
　つながり会員ツアー委託料

321 千円 780 千円 1,000 千円 1,000 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

（Plan）
（新）つながり創出活動交通費補助金
　　　10,000円×20名

つながり創出活動交通費補助金
　10,000円×40名

つながり創出活動交通費補助金
　10,000円×40名

つながり創出活動交通費補助金
　10,000円×40名

つながり創出活動交通費補助金
　10,000円×40名

200 千円 400 千円 400 千円 400 千円 400 千円

協力隊サポート業務委託料 協力隊サポート業務委託料 協力隊サポート業務委託料 協力隊サポート業務委託料

千円 4,000 千円 4,000 千円 4,000 千円 4,000 千円

つながりポータルサイト作成
　※サイトの仕様等検討中により費用未
定

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 9,424 千円 事　業　費 14,380 千円 事　業　費 10,000 千円 事　業　費 5,400 千円 事　業　費 4,400 千円

国補助 225 千円 国補助 390 千円 国補助 500 千円 国補助 500 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 9,199 千円 一般財源 13,990 千円 一般財源 9,500 千円 一般財源 4,900 千円 一般財源 4,400 千円

① 750枚 ④ ① 1,000枚 ④ ① 1,250枚 ④ ① 1,500枚 ④ ① 1,750枚 ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

五箇支所

地域振興係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち ‣・集落支援員 地域おこし協力隊

　活動事業

5,319千円

地域振興事業補助金
・地域振興事業補助金

【事業概要】 976千円

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4 ・五箇花の里づくり委託料

① UIターン者数（KPI） 250人/年 800千円

②

③ ・五箇どんと祭り開催補助金

④ 90千円

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　値 7,185 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 7,185 千円

① ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 五箇地域振興事業 担当
整理
番号

五-2

 五箇地区の自主的な行事・イベントを支援することにより地域コミュニ
ティの活性化を図り、交流人口・関係人口の拡大を目指し、将来的な移
住定住につなげることを目的とする基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

イベント開催を中心とした地域活性化に向けた取組は、新たに桜・水仙フェスティバルを開始した。花を
育てた人、地区、地域活動団体の連携により取組が実施でき、今後の地域活動推進に向けての有益な活動
が展開できた。

 五箇地域の自然は、地域振興における資源となり得る可能性を秘めているものの、十分な効果を発揮で
きていない。また、各自で整備している花園も関係者の高齢化等により維持存続が困難な状況にある。

 地域コミュニティのつながりと活力を高めるために本事業は必要である。今後は、UIターンの推進に取
り組むとともに、地域活動を支える各種団体との連携や、世代・性別・立場を超えた話し合いの場を設
け、五箇地域における集落間で支えあう体制と「花の里づくり」をテーマとした組織づくり及び人材の育
成を目指す。 財

源
内
訳

実
績
値

五箇地域における集落運営に関する課題解決と、地域活性化に向けた活
動への支援を行うため「集落支援員」を配置し、地域の現状と課題をき
め細かに把握するとともに、課題解決に向けた企画立案と活動支援を行
う。
 地区自治会をはじめ、地域の活性化に取組む団体やイベント等への支援
を行うことにより、地域の活力を高める。

 人口減少、高齢化による衰退が予想される地域
の課題解決のため、令和4年度から「集落支援
員」を配置し、各地区・自治会はもとより、地
域の活性化に取り組む団体と連携し、地域振興
補助金を活用した地域活性化を図る。
また、五箇地域「花の里づくり」を通じた地域
活動団体、携わる人材の育成を支援し地域振興
に繋げる。



 

五箇支所

地域振興係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 五箇地域振興事業 担当

整理
番号

五-2

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
五箇花の里づくり委託料 五箇花の里づくり委託料 五箇花の里づくり委託料 五箇花の里づくり委託料 五箇花の里づくり委託料

800 千円 800 千円 800 千円 800 千円 800 千円

五箇どんと祭り開催補助金 五箇どんと祭り開催補助金 五箇どんと祭り開催補助金 五箇どんと祭り開催補助金 五箇どんと祭り開催補助金

90 千円 90 千円 90 千円 90 千円 90 千円

地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金

1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円

集落支援員活動事業（1名） 集落支援員活動事業（1名）

◆集落運営に関する課題解決と、地域活
性化に向けた活動への支援を行う
・住民とのコミュニケーションを通して
集落の実態や課題を把握・点検する
・地域の活性化に取り組む団体への活動
支援等
・地域イベント等の企画・支援活動

集落支援員活動事業（1名）

◆集落運営に関する課題解決と、地域活
性化に向けた活動への支援を行う
・住民とのコミュニケーションを通して
集落の実態や課題を把握・点検する
・地域の活性化に取り組む団体への活動
支援等
・地域イベント等の企画・支援活動

集落支援員活動事業（1名）

◆集落運営に関する課題解決と、地域活
性化に向けた活動への支援を行う
・住民とのコミュニケーションを通して
集落の実態や課題を把握・点検する
・地域の活性化に取り組む団体への活動
支援等
・地域イベント等の企画・支援活動

集落支援員活動事業（1名）

◆集落運営に関する課題解決と、地域活
性化に向けた活動への支援を行う
・住民とのコミュニケーションを通して
集落の実態や課題を把握・点検する
・地域の活性化に取り組む団体への活動
支援等
・地域イベント等の企画・支援活動

3,600 千円 4,450 千円 4,450 千円 4,450 千円 4,450 千円

（Plan）

地域おこし協力隊活動事業（1名）

◆五箇地区の文化･民族･伝承施設の活用
・町有施設再生に向けた各種企画イベン
ト・情報発信
・事業運営に関する連絡調整

地域おこし協力隊活動事業（1名）

◆五箇地区の文化･民族･伝承施設の活用
・町有施設再生に向けた各種企画イベン
ト・情報発信
・事業運営に関する連絡調整

4,200 千円 4,800 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 9,690 千円 事　業　費 11,140 千円 事　業　費 6,340 千円 事　業　費 6,340 千円 事　業　費 6,340 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 1,000 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円 特　定 千円

一般財源 8,690 千円 一般財源 11,140 千円 一般財源 6,340 千円 一般財源 6,340 千円 一般財源 6,340 千円

① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④

② ⑤ ② 81,700泊/年 ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

都万支所

地域振興係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

地域振興事業補助金

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① UIターン者数（KPI） 250人/年

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 475 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 275 千円

一般財源 200 千円

① 230人/年 ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 都万支所地域振興事業 担当
整理
番号

都万-1

都万地域の魅力の情報発信、地域活性のイベント等を支援し、交流人口
及び関係人口を増やすことで移住定住につなげることを目的とする。

基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

都万地区滞在交流型観光推進委員会により、都万地区に特化した新たな体験メニューを作成した。体験者
数も年々増加し、参加者からは高評価を得ている。
　つつじ祭りや海幸まつりについては、天候や日程に左右されるが、地元住民や観光客に都万のイベント
として浸透しており、来場者は年々増加している。

　地域資源を活用した観光メニュー体験サポートやイベントの企画などが不足している。

　本事業は、将来的な移住定住につなげるために必要な事業であり、今後も地域の魅力向上につながるよ
うな情報発信、イベントを実施する。

財
源
内
訳

実
績
値

海幸まつり補助金

　　　　 　　　　 　200千円

地域振興事業補助金

　     　　　　　　275千円
　地域おこし協力隊により、若者層をターゲットとした都万地域の魅力
を発信し、交流人口の拡大を図る。
　交流人口の拡大、地域の活性化を図るため、都万の自然を生かしたイ
ベントに対し補助金を交付するとともに、実施に対し人的支援を行う。
　・つつじ祭り　5月上旬開催（場所：亀の原水鳥公園）
　・海幸まつり　10月中旬開催（場所：ハーバー凪周辺）

地域振興事業補助金については、高齢化及び少
子化により、地区の振興及び維持が困難な状況
になっていくことが見込まれることから、その
対策を行うための補助金である。



 

都万支所

地域振興係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 都万支所地域振興事業 担当

整理
番号

都万-1

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
地域おこし協力隊事業（1名）
都万地域コーディネーター
・都万地域活性化のためのサポート

地域おこし協力隊事業（1名）
都万地域コーディネーター
・都万地域活性化のためのサポート

地域おこし協力隊事業（1名）
都万地域コーディネーター
・都万地域活性化のためのサポート

4,800 千円 4,800 千円 4,800 千円 千円 千円

亀の原つつじ祭り補助金 亀の原つつじ祭り補助金 亀の原つつじ祭り補助金 亀の原つつじ祭り補助金 亀の原つつじ祭り補助金

50 千円 50 千円 50 千円 50 千円 50 千円

海幸まつり補助金 海幸まつり補助金 海幸まつり補助金 海幸まつり補助金 海幸まつり補助金

200 千円 200 千円 200 千円 200 千円 200 千円

地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金 地域振興事業補助金

1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円

（Plan）
千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

事　業　費 6,050 千円 事　業　費 6,050 千円 事　業　費 6,050 千円 事　業　費 1,250 千円 事　業　費 1,250 千円

国補助 4,800 千円 国補助 4,800 千円 国補助 4,800 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円

一般財源 250 千円 一般財源 250 千円 一般財源 250 千円 一般財源 250 千円 一般財源 250 千円

① 230人/年 ④ ① 230人/年 ④ ① 230人/年 ④ ① 230人/年 ④ ① 230人/年 ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容



 

方向性：

布施支所

地域振興係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 5 年度事業実績（Do)
基　本　目　標 住みやすさを実感できるまち

地域振興事業補助金

【事業概要】

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目 4

① UIターン者数（KPI） 250人/年

②

③

④

⑤

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】

【②.事業の課題】

【③.事業の必要性・今後の方向性】

実　績　額 499 千円

国補助 千円

県補助 千円

【④.外部評価】 起　債 千円

特　定 千円

一般財源 499 千円

① 230人/年 ④

② ⑤

③ ⑥

令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 布施地域振興事業 担当
整理
番号

布-1

地域活性化に資する事業を実施することにより交流人口及び関係人口の
拡大を図り、地域への将来的な移住･定住につなげる。

基　本　施　策 4.移住・定住しやすい環境を整えます

重　点　施　策

関　連　計　画

指

　標

令
和
6
年
度
目
標
値

　「浄土ヶ浦まつり」には、布施地域以外からも多くの方にご来場頂いた。遊休施設等を活用した「サン
ライズマーケット」や「ちいさな美術館」、各団体が実施した「里の市」や「布施イルミネーション」に
は多数の方に好評いただいた。また、浄土ヶ浦休憩所では夏季限定でお食事処を営業し、地元を含む多く
の町民の方や島外からの観光客にご来店いただき活性化を図ることができた。

　イベント等事業を実施し交流人口・関係人口の拡大を図るも、現時点では確かな移住･定住につながっ
ているとまでは言えない。交流人口・関係人口の拡大を図るうえで、遊休施設の活用方法の見直しや新た
な取り組みが必要である。また、施設運営に携わる人が高齢化により、安定的な運営が支障をきたしてい
る。

　地域に活力を生むために、また将来的な移住・定住につなげるために有効な事業である。引き続き、地
域資源を活用した、より良い事業の企画と実行、及び、地域の魅力向上につながるよう情報発信の充実強
化を図らなければならない。

財
源
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訳
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績
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【地域おこし協力隊】
　　　　　　　　　　　   67千円
主な活動
　・地域おこし協力隊関係セミナ
　　ー等
　　　　　　　【40千円】
　・ちいさな美術館、サンライズ
　　マーケット
　　　　　　　【27千円】

【地域振興事業補助金】
　　　　　　　　　　　　432千円
・イルミネーション購入
　　　　　　　【123千円】
・浄土ヶ浦まつり
　　　　　　　【191千円】
・ビーチフェスタ
　　　　　　　【99千円】
・里の市(秋バージョン)
　　　　　　　【19千円】

◆地域内観光施設や遊休施設を活用した事業を企画･実施し、交流人口及
び関係人口の拡大を図る。
　・浄土ヶ浦園地及び浄土ヶ浦休憩所等の管理･運営　
　・国民保養センター＆ホテルサンライズ布施の活用
◆やる気のある団体等が主体となって行う事業への支援を行い、地域に
活力を育む。

◆遊休施設を含む地域資源を活用したより良い
振興事業を企画し、継続して事業を実施するこ
とにより、交流人口及び関係人口の拡大を図
り、将来の移住・定住につなげる。
◆事業実施に際しターゲットに対しての十分な
広報活動と、参加者の満足度の向上、実施後の
報告にも工夫を凝らし、魅力ある地域と感じて
もらえるような情報発信を行う。
◆地域振興事業補助金については、地域との連
携を密にし、地域を支える団体等に対し支援す
ることにより地域の魅力や活力向上につなげ
る。



 

布施支所

地域振興係
令和 6 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 布施地域振興事業 担当

整理
番号

布-1

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

5.年度別計画  令和 6 年度 （現年度） 7 （翌年度） 8 （翌々年度） 9 10
【地域おこし協力隊】
①浄土ヶ浦園地活用・地域資源の発掘
　と活用
 ・浄土ヶ浦休憩所の運営、情報発信
 ・布施暮らしの魅力発信
②遊休施設の利活用促進
 ・遊休施設を活用したイベント開催

【地域おこし協力隊】
①浄土ヶ浦園地活用・地域資源の発掘
　と活用
 ・浄土ヶ浦休憩所の運営、情報発信
 ・布施暮らしの魅力発信
②遊休施設の利活用促進
 ・遊休施設を活用したイベント開催

4,330 4,000 千円 千円

【集落支援員】
①地域の課題解決
 ・地域の見回り、各戸訪問
 ・地域の課題、困りごとの整理
 ・布施支所、関係機関と協働、課題
 　解決
②遊休施設の維持管理、利活用促進
 ・遊休施設を活用したイベント開催

【集落支援員】
①地域の課題解決
 ・地域の見回り、各戸訪問
 ・地域の課題、困りごとの整理
 ・布施支所、関係機関と協働、課題
　 解決
②遊休施設の維持管理、利活用促進
 ・遊休施設を活用する企画提案実行

【集落支援員】
①地域の課題解決
 ・地域の見回り、各戸訪問
 ・地域の課題、困りごとの整理
 ・布施支所、関係機関と協働、課題
　 解決
②遊休施設の維持管理、利活用促進
 ・遊休施設を活用する企画提案実行

【集落支援員】
①地域の課題解決
 ・地域の見回り、各戸訪問
 ・地域の課題、困りごとの整理
 ・布施支所、関係機関と協働、課題
　 解決
②遊休施設の維持管理、利活用促進
 ・遊休施設を活用する企画提案実行

【集落支援員】
①地域の課題解決
 ・地域の見回り、各戸訪問
 ・地域の課題、困りごとの整理
 ・布施支所、関係機関と協働、課題
　 解決
②遊休施設の維持管理、利活用促進
 ・遊休施設を活用する企画提案実行

3,160 3,000 3,000 3,000 3,000

【地域振興事業補助金】 【地域振興事業補助金】 【地域振興事業補助金】 【地域振興事業補助金】 【地域振興事業補助金】

1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円 1,000 千円

（Plan）

事　業　費 8,490 千円 事　業　費 8,000 千円 事　業　費 4,000 千円 事　業　費 4,000 千円 事　業　費 4,000 千円

国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円 国補助 千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円 起　債 千円

特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円 特　定 1,000 千円

一般財源 7,490 千円 一般財源 7,000 千円 一般財源 3,000 千円 一般財源 3,000 千円 一般財源 3,000 千円

① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④ ① 250人/年 ④

② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤ ② ⑤

③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥ ③ ⑥

財
源
内
訳

財
源
内
訳

財
内
訳
源

財
源
内
訳

財
源
内
訳

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

目
標
値

事
業
内
容


